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ル ー ドヴィヒ ・ナ トル プ の教 育 思 想 と

「プ ロ イ セ ン教 育 改 革 」(1809-1819)

にお け るそ の 業 績 に つ い て 〔その1〕

田 中 昭 徳

い わ ゆ る シ ュ タ イ ソ=・ ・ル デ ン ベ ル ク改 革 の 一 環 と して 遂 行 さ れ た1809-

1819年 の 「プ ロ イ セ ソ教 育 改 革 」 に よ っ て,今 日の ドイ ツ教 育 制 度 の 基 礎

が 築 か れ た こ と は,周 知 の 通 りで あ る。 ベ ス タ ロ ッチ 式 教 育 方 法(Pestaloz-

zischeMethode)の 導 入 に 始 ま り,J・w・ ジ ュ フ=ル ン(Johannwilhelm

くわ

SUve「n・1775-1829)の 「プ ロ イ セ ソ 国 学 校 制 度 に 関 す る 一 般 法 律 案 」

(EntwurfeinesallgemeinenGesetzesUberdieVerfassungdesSchul-

wesensimpreuBischenStaatevom27.Juni1819)制 定 のた め の 努 力 を以

て終 焉 を 告 げ た この 「プ ロイセ ン教 育 改革 」 は,フ リー ドリヒ国家 の 旧 い

身 分=職 業 的教 育 制度 に 代 え て,社 会 の あ らゆ る 階 級 を通 じて 共通 な初 等

学 校 ・ギ ムナ ジ ウ ム ・大 学 か ら 成 る 単線 型 の 統 一 学校 制度(Einheits8chul-

wesen)を 実現 せ ん と し,し か も 注 目す べ き ことに は 史 上 初 め て 公教 育制 度

の全 段 階 の上 に ル ソ ー的 福 音,す な わ ち 「一 般 人 間 陶 冶 の理 想 」(ldealder

allgemeinenMenschenbildung)を 樹 立 した 。 ペ ス タ ロ ッチ の 精 神 に お け る

初 等 学 校,新 人文 主 義 の意味 に お け るギ ム ナ ジ ウム,「 諸科 学 の有 機 的統 一 」

と 「研 究 お よび教 授 の 自由」 の理 念 に お け るベ ル リン大 学 の創 設 とが それ で

あ る。

この教 育改 革 の指 導 者 ヴ ィルヘ ル ム ・フ ォソ ・フ ンボ ル ト(KarlWilhelm・

勲 励 θ〃vonHumboldt,1767-1835)は こ う述 べ てい る。 「一 階 級 で はな く,

全 国民 が,あ るい は 全 国民 のた め に 国 家が 管 理 す るすべ て の学 校 は,た だ一

般 人 間陶 冶 の み を 目的 とす べ きで あ る。 生 活 や 個 々の職 業 の必 要 か ら要 求 さ
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れ る ところの ものは分離 されて,一一般陶冶の完結 した後に得 られねばな らな

い。 も しこの両 者が混合 され るな らば教育は不純 とな り,わ れわれは完全な
(2)

る人間を得 ることな く,ま た個 々の階級の 完全 なる市民 を も得 られ ない」。

「一般陶冶に よっては 〔人間の〕諸力,す なわ ち 人間その ものが強め られ,

醇 化 され,規 制 され るが,こ れに反 して職業陶冶に よっては人はただ応用の
(3)

熟 練 を得 るのみ であ る」。 「この原 理 は,わ た しが この部 門 を 指導 した わ が 国

の よ うに は どこの 国に お い て も確 立 され てい ない し,ま た 厳 然 と遵 守 され て

もい な い。 だ か らと言 っ て,そ れ は私 の功 績 で は な い。 しか し,こ の原 理 の

正 当性 を洞 察 した の は,わ れ わ れ ご く少数 の人 間 であ った」,と 。 した が っ

て,も し 「プ ロイ セ ン教 育 改 革」 の総 決 算 とも謂 うべ きジ ュフ ェル ンの1819

年 の 「学 校 制 度 に 関 す る一 般 法 律 案 」 が成 立 して いた な らば,プ ロイセ ソ教

育 制 度 の 「近 代 化 」 が 一 応 の 完結 に 達 し,し た が って 以 後 の歴 史 の 様 相 が
くり

ま っ た く一 変 した で あ ろ う こ とは,単 に 筆 者 一 人 の 推 測 に 止 ま る ま い 。

と こ ろ で,近 代 教 育 史 上 画 期 的 意 義 を も つ こ の 「プ ロ イ セ ン教 育 改 革 」 に

つ い て は,こ れ ま でE・ シ ュ プ ラ ン ガ ー著 『ヴ ィル ヘ ル ム ・フ ォ ソ ・フ ン ボ

ル トと教 育 制 度 の 改 革 」(EduardSP「ange「,VVilhelmvonHumboldtunddie

RefoPtmdesBildungswesens.Berlin1910,UnvertinderteNeuausgabemit

Nachtriigen,TUbingen1960)を 始 め と して 数 多 くの 研 究 が な され て き た 。

(5>

そ の数 は ドイ ツ語文 献 だけ で も 無 慮 数 十 点 に も の ぼ って い る。 しか しな が

ら,そ れ らの 研究 の殆 どは,専 らフ ンボ ル ト,シ ュ ライエ ル マ ッハ ー,フ ィ

ヒテ お よび ジ ュフ ェル ン等 の 「指導 的 人物 」 と 目され る人 び との教 育 理 念や

業 績 に のみ 考 察 の眼 を 向け,そ してそ こか ら して 「プ ロイ セ ン教 育 改 革 」 を

説 明せ ん とす る も ので あ った。 そ の た め,従 来 の諸 研究 で は 往 々に して,こ

れ らの 「指導 的 人 物 」 の教 育理 念 お よびそ の実 際 に果 た した 業 績 や 役割 のみ

が 過 度 に 強 調せ られ た 嫌 いな しと しな い。
● ● ●

(6)

だが,ア ル フ レー ト・ホ イバ ウム も 言 うよ うに,「 も ろ も ろの規 程 や 法 律

が た だ一 人 の 人 物 の 仕 事 で あ る こ とは,き わ め て 稀 に しか,或 い は殆 どな
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い。 そ れ に は多 く人 び とが貢 献 し,そ して 時 と しては そ こには 数 世 代 に わ た

る経 験 や 努 力 が累 積 され て い るの であ る。」 また この 「プ ロイセ ン教 育 改 革 」

に お いて も,今 日あ ま りそ の 名 を知 られ て い な い多 数 の人 び とが直 接 ・間接

に これ に 関与 し 貢 献 して い る。 しか し,そ れ らの 人 び との な か に あ って も

特 に 注 目さるべ き人 物 に,中 等 教 育 の 分 野 で は ア ウ グス ト ・フ ェル デ ィナ ン

ト ・ベ ル ンハ ル デ ィ(AugustFerdinandBernhardi,1769-1820),初 等教 育

の分 野 では ベ ル ンハ ル ト・ク リス トフ ・ル ー ドヴ ィヒ ・ナ トル プ(Bernhard

ChristophLudwigNatorp,1774-1846)が あ るで あ ろ う。 わ れ われ は以 下 の

行 論 に お い て は,後 者 の ル ー ドヴ ィヒ ・ナ トル プにつ いて,そ の教 育 思 想 と

「プ ロイ セ ン教 育 改 革 」 に お け る そ の業 績 とを 明 らか に しよ うとす る。 こ こ

で わ れわ れ が 特 に 彼 の教 育 思想 を 究 明せ ん とす るの は,ひ とつ に は 彼 が 単

な る教 育 行 政 家 で は な く,教 育 の理 論 お よび実 際 に通 暁 し且 つ 独 自の教 育 思

想 を も った 当代 の代表 的 教 育 学 者 であ った か らで あ り,他 に は 「プ ロイセ ン

教 育 改革 」 の初 等 教 育 制度 お よび教 師 養 成 制度 に 関す る措 置 の多 くは彼 の理

論 に 負 うこ とが 非 常 に 多 か った か らで あ る。 そ もそ も フ ンボ ル トが教 育 学 者

ル ー ドヴ ィ ヒ ・ナ トル プを宗 務 ・公 教 育 局 顧 問 官兼 ク ー一ル マ ル ク政庁 宗務 局

評 議 官 に 招聰 した の は,彼 の教 育 思想 お よび そ の理 論 に大 きな 期 待 と信 頼 を

寄 せ て い た た め で あ った 。 フ ソボ ル'トが ル ー ドヴ ィヒ 。ナ トル プ の教育 思想

お よび 教 育 理論 に如 何 に 傾 倒 して いた か は,1809年3月14日 付 け の ナ トル

プに宛 て た そ の 書簡 に も明瞭 に 示 され て い る。 因 み に,こ の書 簡 に は 次 の よ

(7)

うに 述べ られ て い る。

Ap.Natorp

Ber塞i11,den14.Marz,1809

UnsergemeinschaftlicherFreund,derw藍 τdigePrasidentvonVincke,wird

Ihneロ,verehrtesterHerrPrediger,vermutlichschonvorl義ufigvonder

sch6nenHofung,dieunsbelebt,SiebaldinunsererMittezubesitzen,

unterhaltenhaben.Ichlasseheutediedeshalbal孤de纂Hofgemachten
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A駐 缶 萱geabgehen,undwennIhnendieserBτiefzukommenwird,werden

dieselbenvonSr・Majest翫demK6nigegenehmigtseyn・Eskommtalsdalln

nuraufIhreAnnahmean,umdiewiraHevereinigtSiebitten.

Esistmirnichtgehngen,mirhieralleIhreSchriftenzuverschaffen:

a皿eindiejenigen,dieichfand,habeichmitAufmerksamkeitdurchgelesen,

undmichauchdadurchitberzeugt,wievie】derStaatsichfUreinender

wichtigstenThei」ederNationalerziehungvoneinemMa皿ezuversrechen ゴ
hat,dersorichtigeundaufgek1註rteGfundsatze,einensoreinenundwar一

menEiferf丘rdasGuteundeinesoreifeErfahrunginsichvereinigt.Seit

demerste且Augenblicke,daichmichmitdemGedankenanmeinenjetzigen

Postenbeschaftigte,lagmirdieErziehungdesVolkes,d.i.dieEinrichtung

der,Land。undniederenB亘rgerschulen,alsderwirklichdringendsteTheil

meinesGeschtiftesunddieBasisaHerErziehungvorz廿glichamHerze11,

undichempfindeeinewahreBeruhigung,hierineinen辱solchenGeh田fen

zuerhalten.SeynSie丘berzeugt,daβichauchvonmeinerSeiteal】esbei-

tragenwerde,IhreGeschtiftsverh含ltnissesoangenehmunderfreuhchwie

m6gHchzumachenundmirIhrpers6nhchesVertrauenzuerwer1)en.Ich

glaubeIhnellauchversprechenzu.k6nllen,daBwirnurmitdellSchwierig。

keitenzukiimpfenhabenwerden,dienuneinmalderNaturdefVerhilt-　
nissenachunvermeidlichsind.Vonobenherabd{irfenwirunsgewiBden

bestenWi皿e込und,soweitesdieUmstandeerlauben,k謝tigeUnterst丘tzung

versprechen・AnMitteln,insofernbloBvondenjenigendieRedeist・die

derStaatherschieBenso皿,fehltesallerdings.Aberichglaube,Sieweτden

mitmirdemMeynungseyn,daBsehr、vielauchdurchGemeindeselbst,

皿dwom691ich,nacheinem,soweitesgeschehenkann,erweitertenPlane,

dtIrchdieNationgeschehenkann,unddaBdieselbesogardurchihren

BeitrageinlebendigesInteresseanderSacheselbst・gewinnt.Esistunrecht,

allesvomStaatealleinzuverlangen;eswirktheilsamaufdieSelbstandig-

keitderNation,wenngroBewohlt互tigeAllstaltengleichsamausihrem

eigenenSchoBe,ohnepositiveMitwirkungderRegierung,hervorgehen.Ich

glaubedaher,daBmanvornehmhchvondieserSeiteausaufHUIfsquellen

denkenmuB.DasBedttrfn'i3istdringend,unddieSorgedafUrkannnicht

dammaufgeschobenwerden,weildergegenwartigeMomentunglifcklichund

d】厳ckendist.EsliegtvielmehrgeradeimUng1UckederZeiteinedoppelt

m査chtigeAufforderung,f廿rdieBildungderjetztigenundk負nftigenGenera-

tionnichtm丘Bigzhbilden.

σ

1



叢章」ド畿 赫)ト 餐 騰 鯛 墾献 乙膿 霧 菖(田中)(5)

Esbleibtmirjetztnichtseifrigerzuw{ユnscheR臼brig,alsdaBSie,hoch-

geehrterHerrPrediger,michrechtbaldmiteinerbelahendenAntwort

erfreuenmδgen,diemirzugleichdieZeitIhresHerkommen忌anzeige.Bis

dahinempfehleichmichIhremgUtigenundfreundschafthchenWohlwo皿en.

Humboldt

「

ナ トル プは フンボ ル トの期 待 を 裏切 らな か った 。 後 述 の如 く,当 初 ペ ス タ

ロ ッチ の教 育 方 法 に た い して懐 疑 的 で あ った フ ソボ ル トを して,た ち まちそ

の熱 心 な信 奉 者 た ら しめた のは,主 と して ナ トル プ の影 響 に よ る。 そ して ナ

トル プは,従 来 下 層 階 級 の た め の 「貧民 学 校」 で あ り 「産 業 学 校 」(lndust一

く　　

rieschule)に す ぎ な か っ た フ ォ ル ク ス ・シ=一 レ を,ペ ス タ ロ ッチ 主 義 の 導

入 に よ っ て,全 国 民 の た め の 人 間 諸 力 を 陶 冶 す る 「一 般 初 等 学 校 」(allge-

meineElementarschule)に 改 変 す る と い う 画 期 的 偉 業 を な し とげ,そ れ と

同 時 に ま た 教 師 養 成 制 度 の 改 善 に も努 力 を 傾 注 して,プ ロ イ セ ン 最 初 の 近 代

的 師 範 学 校 を 実 現 させ た の で あ る。 そ れ ゆ え,彼 は 「プ ロ イ セ ン 初 等 学 校 の

精 神 的 指 導 者 」(DerspiritusrectorderpreuBischenElementarschulen)と

呼 ば れ,「 プ ロ イ セ ン師 範 学 校 の 父 」(DerVaterdespreuBi8chenLehrer一
くの

seminars)と 称 され て い る。

わ が 国 で は,ル ー ドヴ ィヒ ・ナ トル プに つ い て は殆 ど知 られ て い な い。 筆

者 の 知 る限 りで は,皇 至道 博 士 が そ の著 『ドイ ッ教 育 制度 史 』(1943年,柳

原 書 店 刊)320頁 お よび そ の論 文 「独 逸教 育 政 策 の発 展一 プ ロイセ ソ初 等

教育 を 中心 と して一 」(広 島文 理 科 大 学 教 育 学研 究 室 『教 育 科 学6』,1933

,年,岩 波 書 店 刊)128頁 に おい て,「 フン ボル トが1809年2月 局 長 と して就

任 当時 は未 だペ ス タ ロ ッチ ーに対 して充 分 な共 鳴 を感 じて ゐな か った。 初 等

教育 に関 して 彼 は寧 ろ ナ ー トル プ(B・C・L・Natorp,1774--1846)の 意 見 を

尊 重 して ゐた 」 と述べ,ま た石 井 正 司著 『昂 衆 教 育 と国民 教 育一 プ ロイセ

ソ国民 教 育 思 想 発 生 期 の研 究 』(1970年,福 村 出版 刊)の247頁 お よび

255頁 以下 に 若 干 の記 述 が な され て い る程 度 で あ る。 また 辞 典類 で 怯,僅 か

に 稲富 栄 次郎 監 修 『教 育 人 名辞 典 』(1962年,理 想 社 刊)が ル ー ドヴ ィヒ ・ナ
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トル プに一 項 目を割 い て い る(426頁)だ け で あ り,他 方 わ が 国 の代 表 的 な

教 育 学辞 典 た る岩 波 書 店 版r教 育学 辞 典 』(全5巻,1936-1939年)な らび に

平 凡社 版 『教 育 学 事 典 』(全6巻,1954-1956年)に お い て は項 目は お ろか,

索 引 に さ え彼 の 名前 は見 出 され な い。

そ の 点,も ち ろん ドイ ツ 本 国で は ル ー ドヴ ィヒ ・ナ トル プに つ いて,つ

とに デ ィース テ ル ヴ ェー ク(FriedrichAdolphWilhelmDiesterweg,179C-
(10)

1866)等 に よ って 種 々の称賛 が な され,ま た筆 者 の知 るか ぎ りで も19世 紀

末 ま で に次 の よ うな 諸 研 究 が現 われ て い る。

1)Balster,NatovpinseinemLebenun4Wirhen.2.Auflage,1848.

2)GustavNato】p,Natorp,BevnhardChristoph五"伽 づ8.In:K.A.

Schmid,EncyklopadiedesgesammtenErziehungs=undUnterrichts-

wesens,FUnfterBand,ZweiteverbesserteAuflage,Leipzig1883,

S.94-97・ 〔東 京 教 育 大 学 教 育 学 部 教 育 学 図 書 室 所 蔵 〕 噛

3)Binder,Bevnhar4ChristoPhLudωtg,1774-1846.In:Allgemeine

DeutscheBiographie,hrsg.vonderHistor.Kommisionbeider

BayerischenAkademiederWissenschaften,Bd.23,Mifnchenund

Leipzig,S・285-286.〔 東 京 教 育 大 学 付 属 図 書 館 所 蔵 〕

4)OskarNatorp,B.C〃.LuawigNatorp,DoktorderTheologie,Ober-

kon8istorialPtatuadVi2θ=GeneγalsuPθ7intθndθntgUMa'ns彦 θr.EinLθ δ8駕三

u¢d働 めゴ14aus4θ7GeschichtederNiedevgang85undde'wrθae7awf-

richtungPrenNOens伽derevstenHa'lfteaiesesJahrhundevts.Essen:

G.D.Badekerl894.

5)LW.Seyferth,P醜 ♂033つinPreupen.2.Auflage,Liegnitz1894.

6)PaulNatorp,LudwigNamP.」 暁πBeitraggurGeschichtedevEin-

ftihrungPestaloz2isch諺rG7伽z4s醒2θ 伽dieVolhssehulePPteuβemε.Vo辻 一

r哲geundAufs批zeausdercomenius=Gesellschaft,3.Jahrgang,

2.St直ck,LeipzigundJena1895,34Seiten・ 〔東 北 大 学 付 属 図 書 館

所 蔵 〕

7)derselbe,1Vα ≠吻,BernhardCh7istophLuawig.In:W.Rein,Ency-

klopadische8HandbuchderPadagogik,FUnfterBand,Langensalza

1898,S・13--18.〔 東 京 教 育 大 学 教 育 学'部 教 育 学 図 書 室 所 蔵 〕.'

-
噛



'

轟 」ド畿愚)ト鰯騰鯛難 ε`濃 畿(帥) (7)

8)BrunoGebhardt,DieEinfahrung4erPestaloezischenMethode伽 .

PPteuβen.Berlin1896.

しか しな が ら,こ れ らの 研 究 は 必 ず し も ル ー ドヴ ィ ヒ ・ナ トル プ の 著 作 や

原 資 料 に 基 づ い た も の で は な く,し か も 「プ ロ イ セ ソ教 育 改 革 」 に お け る 彼

の業 績 に つ い て は 殆 ど触 れ て い な い 。 こ こで 主 と して 問 題 視 さ れ て い る の

は,ペ ス タ ロ ッチ の 教 育 思 想 お よび 教 育 方 法 と の 関 係 の み で あ っ た 。 した

が っ て,ル ー ドヴ ィヒ ・ナ トル プ に つ い て の そ の 著 作 や 原 資 料 に 基 づ い て 本

格 的 な 研 究 が 行 な わ れ る よ うに な っ た の は,比 較 的 最 近 の こ と に 属 す る。 詳

し く言 え ば,E・ シ ュ プ ラ ン ガ ー が1910年 に 公 刊 した そ の著 『ヴ ィル ヘ ル

ム ・フ ォ ソ ・フ ソ ボ ル ト と 教 育 制 度 の 改 革 』 の な か で,「 プ ロ イ セ ン 教 育 改

革 」 に お け る ル ー ドヴ ィ ヒ ・ナ トル プ の 業 績 な らび に フ ソ ボ ル トと の 関 係 を

初 め て 問 題 に し,次 い でG・ テ ィー レ(GunnarThiele,1882-)カ ミそ の シ ュ

プ ラ ン ガ ー の 指 導 の も と に,ル ー ドヴ ィ ヒ ・ナ トル プ の 諸 著 作 お よ び 内 閣 文

庫 で 発 掘 した 従 来 未 印 刷 の ま ま に 放 置 され て い た ナ トル プ文 書 に 基 づ い て 研

究 を 行 な い,そ の 成 果 を1912年 に ・・DieEntstehungderinne7enVevfassung

4erpreu,eischischenElementaPtschule・Inaugural-DissertationzurErlangung

derDoktorwiirdederHohellphilosophischenFakulttitderUniversitti七

LeiPzi9●LeiPzi91912・VIII,79Seitqn"な ら び に"DieOrganisationdes

Volhsschul=undSeminarωesensinPreuβen1809-1819・Mitbesondevev

BerdicksichtigungderWirksamheitLu4ωigNatorps.(Nebstungedeuckten

(11)

Entevde'rfen).Leipzig1912,XV,204Seiten"と して 公 表 した 以 後 の こ と で

あ る 。 こ の 点 に 関 して,E・ シ ェ プ ラ ン ガ ー は1960年 の 上 記 『ヴ ィ ル ヘ ル

ム ・ フ ォ ソ ・フ ン ボ ル ト』 無 改 訂 新 版 へ の 「補 遺 」 の な か で こ う 述 べ て い

る 。InderZeitderAm士sf甑rungvonHumboldtistdieNeugestaltung

despreuBischenElementarschulwesensnichtvolle皿detworden.Die

entscheidendenMaBnahmenvollzogers七dervonihmindieSektion

berufenePredigerLudwigNatorp.SeineLeistungenwaren1910noch

nich七aktenmaBigerforscht.AufmeineAnregunghatsichGunnar
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ThieledieserAufgabeunterzogen.DassoentstandeneverdienstvoUe

BuchfiihrtdenTite1,,DieOrganisationdesVolk8schul=undSeminar。

wesellsinPreuBen1808-1819.(MitbesolldererBeriicksichtigungder

WirksamkeitLudwigNatorps)".Leipzig,DtirrscheBuchhandlung.1912.

EsbedeutetunterlaB・licheErganzungzumeinemvorlie-

gendenBuch,wennindiesemauchallesenthaltenist,wasunmit-

(12)

telbarHumboldtsEinfluBzuzuschreibenist.と 。 爾 来,ル ー ドヴ ィ ヒ ・

ナ トル プ に つ い て は,'次 の よ うな モ ノ グ ラ フ ィ ー が 現 わ れ て い る 。 毒

1)R.Burghardt,五u4ωigNatorf)5G7㈱ 〃issevon1804und1812伽

づ〃 〃 ∠4bhd%4igん 認 ずvomPゐilan〃lloropis〃 多z硲un4」Pestalozgi.Diss・phn・,

Erlangen1922.

2)HermannRah■e,C〃dS'o戸hLudωigNα ≠αゆ5(]run〃 づβ 幽 θ556乃 〃-

1θ〃 θv:Se〃linariu〃35海7dづ θKur〃z〃 々vo〃z2。SePte〃 めev・1812勿zVer-

hdltnis2"4enP砺 ㈱ ≠ゐ7ψ θ物 麗嘱2%Pestaloggi.Di8s.phi1.Erlangen

1925.

3)PaulEspey,Bθ7%肱74C〃 づ5彦ψ んLu4ωi8Natorpalspddagogiscゐ 〃

50〃 碗5彦eller.Dis8.phil.,K61n1930。

4)AugllstKlein,Pestalozgia%〃 伽preuβdScゐ 飢Kultusm伽 づ5吻 伽 勉

ωdhrenddevR⑳mgei彦.In:WahrheitundWertinBildungund

Erziehung,hrsg.vonTheodorRutt,1.Folge,Ratingen-D廿s8erdorf

1962,S.24ff.

な お,そ の ほ か にR・ ヴ ァ ー グ ナ ー が1914年 に 公 刊 した 『プ ロ イ セ ン へ

の ペ ス タ ロ ッチ 式 教 授 方 法 の 導 入 に た い す る フ ィヒ テ の 寄 与 』 の な か で,ま

た,フ ラ ン ツ ・ヵ 一・d一デ が1925年 に 刊 行 したr1808年 か ら1818年 ま で の プ

ロ イ セ ン教 育 制 度 の 発 展 に た い す る シ ュ ラ イ エ ル マ ヅハ ー の 貢 献 』 の な か

で,そ れ ぞ れ ル ー ドヴ ィ ヒ ・ナ トル プ と フ ィヒ テ,シ ュ ラ イ エ ル マ ッハ ー と

(13)

の 関 係 に つ い て 考 察 し,そ して 最 近 で はE・ リー一一ヒ テ ン シ ュ タ イ ソ が そ の 著

『教 育 史 的 展 望 』(1962年 刊)の111頁 以 下 に お い て,ヴ=ス トフ ァー レ ソ州

長 官 ヴ ィ ン ヶ 男 爵(FriedrichLudwigWilhelmvonVincke,1774-1844)



叢輩f欝1尉 鰯 騰 嚢 紐`濃 畿(田 中)(9)

に あ てた従 来 未 公 表 の ル ー ドヴ ィヒ 。ナ トル プの報 告 書 を 中心 に,「 プ ロイ
(14)

セン教育改革」 におけ るナ トル プの業績について新た な照 明を当ててい るの

が注 目され る。

(一)

ベ ル ン ハ ル ト ・ク リス トフ ・ル ー ドヴ ィ ヒ ・ナ トル プ は1774年11月12日,

説 教 師 ベ ル ン ハ ル ト ・ナ トル プ(BernhardNatorP,ユ741-1819)の 子 と して

ル ー ル 河 畔 の ヴ ェル デ ン 市 に 生 まれ た 。 マ ー ル ブ ル ク学 派 新 カ ン ト主 義 の 建

設 者 に して 教 育 学 者 と して 著 名 な パ ウ ル ・ナ トル プ(PaulGerhardNatorp,
(15)

1854-1924)の 曾祖 父 で あ る。 も と もと ナ トル プ家 は,マ ル ク伯爵 領 内 の ウ
　

ンナ近 郊の旧家に して豪農の出であ ったが,す でに宗教改革時代 の頃か ら秀

れた学者や法律家や聖職者が輩 出 している。ル ー ドヴィヒの祖 父はバ ーゲン

お よび ボ ッフムにて活躍 した有 名な法律家であ り,父 ベルンハル トもヴ ェル

デン,ゲ ー レンお よび ガー レンー帯 において非常 に尊敬せ られた聖職者 であ

った。母は ヴ ェルデソ市長 の娘で あ り,ベ ル リン実科学校の創設者 に してプ

リー ドリヒ大王 の治下で民衆教育 の改善に尽力 した著名な ヨーハ ン ・ユー リ
(16)

ウス ・ヘ ッカ ー(JohannJuliusHecker,1707・-1768)の 姪 で あ った 。 した

が って,ル ー ドヴ ィヒの育 った家 庭 環 境 に は教 育 にた いす る関心 が す で に 根

づ い て い た ので あ り,の ち ほ ど彼 が 教 育学 者 ・教 育 改 革 家 と して の道 を歩 む

よ うに な った の も決 して偶 然 で はな い。

ル ー ドヴ ィヒは,大 学 進 学 のた め の準 備 教育 を 「進 歩 的 な」 ヴ ェーゼ ルの

ギ ム ナ ジ ウ ムで受 けた 。 この ヴ ェーゼ ル ・ギ ムナ ジ ウムは 旧来 の 「知 識 の詰

め こみ」 教 育 を斥 け,生 徒 の 人 格 的 育成 を そ の教 育 方 針 と した こ とで 当時
(17)

有 名 で あ った。 一 般 に この 時 代 の 古 典語 学 校 に お け る 教 育 が如 何 に 苛 酷 非

情 な もので あ った か は,す で に 人 び との 周知 す る と ころ で あ る。 大 哲 カ ン

トは1732年 か ら1740年 まで,つ ま り8歳 か ら16歳 まで フ リー ドリヒ学 院

(F「iedericianum)に 学 んだ8力 年 を 「奴i隷的 少年 時 代 」(Jugendskalaverei)
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(18)

と 呼 び,エ ー ベ ル ハ ル ト ・フ ォ ン ・ ロ ヒ ョ ー(FriedrichEberhardvon

(19)

Rochow,1734-1805)は そ の時 代 を 回 想 して こ う語 って い る。 「わ た し自身 も

ご多 分 に もれず,誤 った 教 育 を 受 け た。 わた しは 当 時 の慣 習 に従 っ て,ま ず

最 初 に,死 んだ 活 字 へ と導 かれ た 。 わ た しは 最 も学 習 能 力 の 旺盛 な年 頃 に,

しめ っぽ い部 室 で た ん に ラテ ソ語 を 学 ぶ とい うこ とのた め に,生 き生 き と し

た 精 神 を 損 われ て しま った。 これ に加 えて,こ れ らの著 作 家 ときた ら,わ た

しとはぜ んぜ ん 関 係 のな い,興 味 の な い ことば か りを述 べ た て て い るの で あ

る。 年 代 記 や 古 い王 候 の系譜 の 暗記 とい う,謂 わ ば反 自然 的 学 習 に は 本 当 に

苦 痛 と涙 が要 った 。 そ こで,わ た しはす で に早 くか ら ・少 年 は多 くの こ とを

忍 び,且 つ 為 した り。 汗 か き,ま た 凍 えた り"(mul七atulitfecitquepuer,

sudavitetalsit)と い う格 言 に,先 生 が教 え て くれ た の とは,ま った く違 っ

た 意 味 のあ る こ とを,し か も文 字 通 りの意味 のあ る こ とを信 じて いた の で あ

る。 とい うの も,多 くの身体 的 訓 練 や 行動 に は,自 分 が本 当 にや ろ うとい う

気 に な らな け れ ば,決 して意 味 を な さな い と 考 え て いた か らで あ る」,と 。

そ の点,ル ー ドヴ ィヒの ギ ムナ ジ ウム生活 は幸 せ で あ った。 後 述 の ごと く,

彼 が の ちほ ど,1804年 に エ ッセ ソ市 の学校 制 度 改 革 に関 す るそ の意 見 書r一

般 都 市 学 校 の組 織 に 関す る綱 要 』 を 作 成 す るに 当 た って,ギ ムナ ジ ウム を

「市 民 学校 」(Bargerschule)へ 改 編 す る こ とを提 案 し,こ の 「市 民 学 校」 を

して 学 者 や 官 吏 の 養 成 で は な く,「 一 般人 間 陶 冶 」 を 施す 場 た ら しめん と し

た の も,そ れ が ひ とつ に は彼 の この ヴ ェーゼ ル ・ギ ムナ ジ ウ ムに おけ る教 育

体 験 に基 づ くもの で あ った こ とは確 か であ ろ う。

ル ー ドヴ ィヒは18歳 の年,す な わ ち1792年 に ハ レ大 学 に 入学 し,父 の希

望 に従 って 神 学 部 に 籍 を 置 い た 。 父 は ル ー ドヴ ィヒに 自分 の跡 を継 が せ て

彼 を牧 師 に せ ん と した ので あ る。 「最 初 の 近 代 的 大 学」 「ハ レは大 学 の 自由

(AkademischeFreiheit)の 最 初 の醸 成 地 で あ り,同 時 に 合 理 主義 の牙城 で

あ った。 … … … プ ロイ セ ン国家 は事 柄 の意 義 を 明瞭 に意識 した上 で この知 的
(20)

進 歩 の勢 力 と 同 盟 を 結 ん だ 」 と パ ウ ル ゼ ン は 述 べ て い る が,こ の 傾 向 は,プ

リー ド リヒ大 王 が1740年 に ク リス テ ィ ア ー ン ・ヴ ォ ル フ(ChristianWolff,
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1679-1754)の 追 放 を 解 除 しハ レに 復 帰 させ て 以 後 ま す ま す 強 ま り,「 哲 学 す

る こ との 自 由」(libertasphilosophandi),つ ま り理 性 に 基 づ く 自 由探 究 の 精

神 が 今 や 大 学 の 新 原 理 を な す に い た っ た 。 ル ー ドヴ ィ ヒ は ハ レ大 学 在 学 中,

当 代 の 代 表 的 な 古 典 語 学 者 フ リー・in一ドリ ヒ ・ア ウ グ ス ト・ヴ ォ ル フ(Friedrich

Augus七Wolf,1759-1823)に 接 して 新 人 文 主 義 の 洗 礼 を 受 け る と と も に,

神 学 教 授 に して 有 名 な 啓 蒙 主 義 教 育 学 者 ア ウ グ ス ト ・ヘ ル マ ソ ・ニ ー マ イ ア

「(Augus㌻HermannNiemeye「 ・1754-1828)に 師 事 して 教 育 お よ び 学 校 問

題 に た い す る関 心 を 大 い に 喚 起 さ れ た 。

周 知 の よ うに,敬 崖 主 義 神 学 者 フ ラ ン ケ(AugustHermannFrancke,

1663-1727)の 曾 孫 に 当 た り,フ ラ ン ケ学 園 で 教 育 され た ニ ー マ イ ア ー は,実

践 神 学 に 専 心 して 『キ リス ト教 教 師 の た め の 手 引 書 』(Handbuch卿7christ-

licheReligionslehptept.2Teile,Halle1790/92)な ど を 著 わ した が,そ の 主 業 績

は 教 育 方 面 に あ り,主 著 『両 親,家 庭 教 師 お よ び 教 育 者 の た め の 教 育 ・教 授

原 論 』((igundlsdtxeaePt15勉 θ乃観8undaesUnterrichtS/w.Eltern,Hamslehrer

undErgieher・Halle1796)々 ま教 育 学 の 最 初 の 体 系 的 叙 述 で あ る と謂 わ れ る。

彼 は 教 育 を,自 然 的 な 人 間 諸 力 を 心 身 の 法 則 に 従 っ て 発 展 させ る行 為 で あ る

と解 し,こ の 立 場 か ら児 童 研 究 の 必 要 を 説 い て ヘ ル バ ル トお よ び そ の 学 派 に
く　ラ

大 き な 影 響 を 与 え た 。 因 み に,ニ ー マ イ ア ー は テ ル ジ ッ トの 和 議 後,宰 相

シ ュ タ イ ン 男 爵(HeinrichFriedrich,Kar1,n励 θ77vomundzumStein,

1755-1831)よ り新 設 の 内 務 省 宗 務 ・公 教 育 局(Sek七iondesKultusunddes

6ffentlichenUnterrichtsimMinisteriumdeslnnern.1808年11月 一24日

設 置)の 局 長 に 就 任 し,教 育 改 革 の 指 導 に 当 た る よ う要 請 さ れ た が,彼 は 当

時 ハ レ大 学 総 長(1807年 以 来)な らび に フ ラ ン ケ学 院 長(1799年 以 来)の
(23)

要 職 に 在 り,ハ レか ら離 れ る こ とを望 まな か った の で これ を 固 辞 した 。 そ こ

で,彼 に代 わ って ロ ーマ教 皇庁 駐 在公 使 ヴ ィルヘ ル ム ・フ ォン ・フン ボ ル ト

(24)

が 宗 務 ・公 教 育局 長 に 起 用 され た ので あ る。 も しニ ー マ イア ーが 宗務 ・公 教

育 局 長 に 就任 し,フ ン ボ ル トが 登場 しな か った な らば,恐 ら くプ ロイセ ン教

育制 度 は ま った く別 個 の発展 の道 を辿 った こ とで あ ろ う。 そ して,こ の ニ ー
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マ イ ア ーに薫 陶 され た ル ー ドヴ ィ ヒ ・ナ トル プがや が て フン ボ ル トの も とで

教 育 改 革 に参 画す る よ うに な るの で あ る。 人 間 の運 命 が 織 り成す 綾 は,ま こ

とに 奇 妙 と言 わ なけ れ ば な らな い。

ル ー ドヴ ィヒ は ニ ーマ ィ ア ーの 影 響 の も とに,教 育学 研 究 サ ー クル に加

わ って教 育理 論 を熱 心 に 研 究 し,あ るい は ハ レ の フ ラ ンケ学 園 を 参観 して

教 育 の実 地 につ い て の見 聞 を広 め,ま た或 い は 「ドイ ツ学 校 制 度 の 生 粋 の模

範 的 地 方」 た る チ ュー リン ゲ ン お よび ザ クセ ン地 方 へ 教 育 研 究 旅 行 を試 み

るな ど した。 彼 は この研 究旅 行 の途 次,シ ュネ ッペ ン タ ー ル に ザ ル ツマ ン

(christianGotthilfsaizmann,1744-1811)な らび に グー ツ=ム ー ツ(Johalln

ChristophFriedrichGutsMuths,1759-1839)を 訪 ね て 汎 愛 主 義 教 育運 動

(PhilanthroPinismus)セ こ接 した ので あ る。

・1794年 ,ル ー ドヴ ィヒは20歳 で ハ レ大 学 神学 部 を 卒業 した。 卒 業 に 当 た

って,彼 は そ の心 境 を こ う書 き記 して い る。 「わ れ わ れ が現 代 のた め に そ の

為 し得 る こ とを誠 実 に実 行す る な らば,現 在 ま った く夢 と しか 思 わ れ な い こ
くをの

とが,次 代 に お いて は 多 くの事 実 とな り 真実 とな るで あ ろ う」,と 。 ル ー ド

ヴ ィヒはそ れ ゆ え に聖 職 者 た る よ りも先 ず 教 育 者 とな る こ とを決 意 し,卒 業

後 た だ ちに エ ルバ ー フ ェル トに お い て ヴ ァイ セ ン シ ュタ イン の経 営 す る商 業

学 校(Kaufmanns=lnstitut)の 教 師 に 就任 した 。 か く して彼 は また 教 育 の実

際 につ い て も習 熟 す る機 会 を 得 た の で あ る。 ル ー ドヴ ィヒは 全 身 全 霊 を 打 ち

こんで,彼 自身 の表 現 を借 りれ ば,「 教育 者 精 神 を 真 に横 溢 させ て」(wahre

く　 ラ

AbundanzvonSchulmeistermuth)教 職 活 動 にた ず さわ った 。 多 分 そ の働

き に属 目 して で あ ろ う,翌95年 ヴ ァイ セ ン シ ュ タ インは若 冠21歳 の ル ー ド

ヴ ィヒに た い し,共 同 で学 校 の 管 理 ・指導 に 当 た る よ う求 め た が,し か し

ル ー ドヴ ィ ヒは ヒ ュ ッケス ヴ ァー ゲ ンの牧 師 職 を 引 き受 け ね ば な らな か った

ので,こ れ を辞 退 した 。1796年 か ら2年 間 ル ー ドヴ ィヒは そ の ヒ ュ ッケス

ヴ ァー ゲ'ソで 牧 師 を 勤 めた のち,1798年 に エ ッセ ソ市 ル タ ー派 教 会 説 教 師

と して 赴 任 した。 爾 後,1809年3月 ヴ ィルヘ ル ム ・フ ォン ・フ ンボ ル トに

よ っ て新 設 の プ ロイセ ン内 務 省宗 務 ・公 教 育局 の顧 問 官 に 迎 え られ る まで の
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約11年 間,教 育学者 な らびに 教育改革家 と して そ の名声 を高めるにいた っ

た ところのル ー ドヴ ィヒの一連 の活動が,こ こエ ッセン市 を舞台に展開 され

るのであ る。

(二)

ル ー ドヴ ィ ヒは,す ぐ さ ま 教 育 振 興 の た め に 縦 横 の 活 躍 を 開 始 した 。 す で

に1802年 に は,彼 は 民 衆 学 校 教 師 の 資 質 の 向上 を 図 る ぺ く,適 切 な る 教 育

書 に つ い て の 手 引 き と して 『初 等 学 校 文 庫 開 設 の た め に 選 定 さ れ た 若 干 の 図

書 に つ い て の 解 題 』(Verieichniseinigerause「lesenenSchn7tengU「Anlegung

StnerElementarschwlbibliotheh,Essen:Badeker,&Dortmund:Marinckrodt

1802)を 公 刊 した 。 因 み に,こ の 書 は1811年 ま で に4版 を 重 ね,さ らに1820

年 に は 『学 校 小 文 庫 民 衆 学 校 教 師 の た め の 文 献 の 手 引 き 』(KIBineSchul-

bibliothek.E伽literarischerWegooeisevftiPtLehreranVolh5schulen.5・,ganz

umgearbeiteteAuflage,Essen:Btideker1820)と 改 題 さ れ,全 面 改 訂 第 五

版 と して 刊 行 さ れ た 。1804年 以 後,ル ー ドヴ ィ ヒは この 年 に 始 め た 『宗 教

教 師 の た め の 季 刊 雑 誌 』(QzeartalschnTtfdirReligiomεlehrev.Bearbeitetvon

einerGesellschaftwestphalischerGelehrtenundherausgegebe■von

B.C.LNatorp,PredigerzuEssen.DuisburgundEssen1804-1808)の

編 集 発 行 者 と して 人 び と の あ い だ に 広 く知 られ る よ うに な り,こ の 雑 誌 に 執
(27)

筆 した 彼 の 数 多 くの 教 育 論 文 お よ び 論 説 は ヴ ェス トフ ァ ー レ ン地 方 の 教 育 に

関 心 あ る人 士 の 注 目を あ つ め た の で あ る。 しか しな が ら,ル ー ドヴ ィ ヒを し

て 単 に ヴ ェス トフ ァ ー レ ン地 方 だ け で な く,そ の 域 を は る か に 越 え て広 く プ

ロ イ セ ン全 土 に 有 名 な ら しめ た の は,彼 が1804年 に 公 表 した 『一 般 都 市 学

校 の 組 織 に 関 す る綱 要 』((;rundiiβgurOrganisationallgemec'nevStadtschulen・

EntworfenvonB.C.L.Natorp.DuisburgundEssen:Badekeru.Co.1804.

以 下,「 一 般 都 市 学 校 組 織 綱 要 』 と 略 称 す る 一)に よ っ て で あ ろ う。

ち ょ う ど こ の 同 じ年1804年 に,の ち ほ ど 互 に 相 協 力 して 「プ ロ イ セ ン 教 育
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改 革 」 に 当 た っ た 彼 の 盟 友 ヴ ィルヘ ル ム ・ジ ュ フ ェル ン も ま た,古 典 語 学 校

(GelehrteSchule)と 市 民 学 校(Bttrgerschule)と の 結 合 を 企 図 した そ の 論

策 『エ ル ビ ン ク ・ギ ム ナ ジ ウ ム 新 組 織 計 画 』(EntoourfeinesneuenEinrich。

tungsPlanesfthdasElbingische(lymnasium.1804)を 発 表 した の で あ った 。

つ と に ロ ー レ ン ツ ・フ ォ ン ・シ ュ タ イ ン(LorenzvonStein,1815-1890)

が そ の 大 著 『行 政 学 』 の な か で 「非 常 に 精 密 に して 且 つ き わ め て 思 慮 に 富 む
く　の

労 作」(diesehreingehendeulldh6chstvers七tindigeArbeit)と 称 賛 して

い る ル ー ドヴ ィヒの このr一 般 都 市 学 校組 織 綱 要 』 は,彼 が1802年 に設 置

され た エ ッセン市 学 校 委 員会 の メンバ ー と して 当市 の学校 制 度 の改 革 に つ い

て そ の専 門 的 意 見 を 述 ぺ た もので あ る。 しか しなが ら,彼 の 計 画 案 は,『-
o

般都市学校』 とい うそ の表題 に もす でに明 らかな よ うに,単 に エ ッセン市の
■

学 校 制 度 の 改 革 のみ を対 象 と した もの では な か った。 そ うで は な くて,彼 の

眼 中 に あ った のは,都 市 の学 校 制度 の 新 しい組織 に 関 す る 一 般 計 画案 で あ

る。 す なわ ち,ル ー ドヴ ィヒは,従 来 学 者 や官 吏 の養 成 機 関 に す ぎな か った

諸 都 市 のギ ムナ ジ ウ ムを 市 民 の た め の 「市 民学 校 」 へ改 編 し,こ れ を正 規 の

Schulgattungと して 公 教 育 制度(6ffentlichesBildungswesen)の 体 系 の な

(30)

か へ組 み い れ る こ とを企 図 した の で あ る。 ル ー ドヴ ィヒの この 『一般 都市 学
(31)

校組織綱要』は,彼 がみずか ら語 るところに よれば,「 学校 の内外の改善に

つ いて約10年 間ず っと 考えぬ き,ま たまった く同 じ年 月の あいだ実際 の授

業にたず さわ ることに よって」得た結論に基づ くものであ った。

ルー ドヴ ィヒの 『一般都市 学校組織綱要』 は,公 表 され るや忽 ち大 きな反

響を まきお こ した。 エ ッセン市 は彼 の計画に従 ってギムナジ ウムを 「市民学
(32)

校」に改編す ることに決定 し,数 校 の 「市民学校」を設立 した。「ドイツの工

業地方 の中心 に位置す るエ ッセン市 は,新 時代 の諸要求に対応 して教 育制度
(33)

を改革す ることを切実に必要 と していた」のであ る。 また他 の諸都市 では,

なかんず くライプチ ヒ市が ルー ドヴ ィヒの 『一般都市学校組 織綱 要』に従 っ
(34)

て 「市 民 学 校 」 を1校 開 設 した 。 ヴ ェス トフ ァ ー レ ン州 長 官 シ ュ タ イ ン 男 爵

は,ハ ム の 説 教 師 ア イ ラ ー ト(RulemannFriedrichEyle「t)の 作 成 した ル ー
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ドヴ ィヒの 『一 般都 市 学 校 組 織 綱 要 』 に関 す る報 告書 を読 み,そ して恐 ら く

シ ュタ イ ンの 仲 介 に よ って で あ ろ う,プ ロ イセ ン政 府 は ル ー ドヴ ィヒを ボ ッ

(35)

フ ム管 区 学 務 コ ミ ッサ リア ー トの監 督官 に任 命 され た の で あ る。G・ テ ィー

(36)

レの 記 述 す る と こ ろ に よれ ば,ア イ ラ ー ト に よ っ て 作 成 され た こ の 報 告 書

は,ル ー ドヴ ィヒ の そ れ に た い す る 「弁 明 」 と と も に 『宗 教 教 師 の た め の 季

刊 雑 誌 』1804年 第2四 半 期 号 の誌 上 に 公 表 さ れ た 。 な お,グ ー ツ=ム ー ツ編 集

『教 育 学 文 献 文 庫 』 誌1804年 第1号(BibliothehderPddagogischenLiteratur・

HerausgegebenvonJ.ch.Fr.Gu七sMuths,1804,1,s・221)に も,ザ イ デ

ン ス テ ユ ッカ ー の 執 筆 に よ る ル ー ドヴ ィ ヒ の 『一 般 都 市 学 校 組 織 綱 要 』 の 書

評 が 掲 載 され て い る 。

ル ー ドヴ ィヒ が 如 何 な る 学 者 や 官 吏 も養 成 しな い,純 粋 に 市 民 の た め の 学

校,す な わ ち 「都 市 学 校 」 を 全 精 力 を 傾 注 して 擁 護 した こ と は,19世 紀 へ

の 転 換 期 を 支 配 した あ の 「市 民 学 校 運 動 」(Bttrgerschulbewegun9)と そ の

軌 を 一一に す る 。 周 知 の よ うに,フ リー ド リヒ ・ガ ブ リー ル ・レ ー ゼ ヴ ィ ッツ

(FriedrichGabrielResewitz・1729-1826)が1773年tlこ そ の 著 名 な 著 作 『健

全 な る悟 性 を 使 用 せ しめ 且 つ 公 益 の 仕 事 を な さ しめ るた め の 市 民 の 教 育 』

(1)ieErgiehung4esBdr'rge7sgumGebrauch4esgesun4enVerstanaesun4zur

gemStnn露tligenGescha'ftigheit・1(openhagen1773,2.veranderteAuflageib・

1776)を 公 刊 して 以 後,そ の 絶 大 な 影 響…の も と に,ひ とつ に は 従 来 等 閑 視 さ

れ て き た 都 市 市 民 の 教 育 を 「国 民 教 育 」 の 見 地 か ら振 興 推 進 す べ く,他 に は

在 来 の 非 実 用 的 な 人 文 主 義 的 古 典 語 教 育 に 代 え て 都 市 の 実 際 生 活 に 即 応 した

実 学 主 義 的 陶 冶 を 施 す べ く,古 典 語 学 校 を 改 編 し 「市 民 学 校 」 を 設 立 せ ん
(38)

とす る も ろ も ろ の試 み が 相 次 い で 現 わ れ た 。R・Z・ ベ ッカ ー のr市 民 学 校

に つ い て 』(R.Z.Becker,UeberBde'rgerschulen.Gotha1794),ホ ル ス テ ィ ヒ

の 『市 民 学 校 教 師 に た い す る 指 示 』(Horstig,Anweisang翔 γdieLehrevin

Bde'rgersehule.1796),フ リー ド リヒ ・ゲ デ ィケ の 『市 民 学 校 の 概 念 に つ い て 』

(FriedrichGedike,Ueber4enBegnffderBtirgerschulen.1799),ラ ハ マ ソ

『有 効 で な い 多 くの所 謂 ラ テ ン語 学 校 を 有 効 に 組 織 され た 市 民 学 校 へ 改 編 す
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る こ と,な ら び に 軍 事 諸 学 校 と 市 民 学 校 と を 統 合 す る こ と に つ い て 』(Carl

LudolfFriedrichLachmann,Ueberdieひ7%50加 卿 ㎎Pvielerun9ωechmdiβigen

50genanntenlatat'づ ¢ischenSchuleniつzgeaeck〃Zdβigθ づ㎎ 劣づoゐteteBde'rgerschulen)

undtlberdieVerθz.nigungderMilitdrschulen彿 露denBde'rgerschulen.Eine

vonderlitterarischenGese皿schaftderFreundederHumanitti七zuBerlin

gek「OntePreisschrift・Berlin1800),上 述 の ル ー ドヴ ィ ヒ 。ナ トル プ のr一

般 都 市 学 校 組 織 綱 要 』(1804年)な らび に シ ュ ミー ダ ー の 『市 民 中 等 学 校 の

編 成 に つ い て 』(C・C・Schmieder,UebevaieEinrichtunghoheve「Btirgevschulen・

Einy爾%畝HaUe1809)な どが そ の 代 表 的 な 論 策 で あ り,ま た 教 育 行 政 上

(39)

で は 「実 用 主 義 の 狂 信 者 」,ル タ ー派 宗 務 事 項 担 当 司 法 大 臣 フ ォ ン ・マ ッソ ー

(JuliusEberhardwilhelmEmstvonMassow,175(P1816)に よ っ て そ の

(40)

も ろ も ろ の 実 際 的 改 革 措 置 が 精 力 的 に 講 ぜ られ た の で あ る 。.例 え ば,1798年

7月3日 の 「閣 令 」(Kabinetts=ordrevom3.Juli1798)に は 次 の よ うに

(41)
述 ぺ ら れ て い る 。"UnterrichtundErziehungbildendellMenschenund

denBtirgerundbeidesis七dellSchulen,welligstensinderRegelanver-

traut,sodaBihrEinfluBaufdieWohlfahrtdesStaatsvonh6chster

Wichtigkeitist.Dieshatmanschonltingstanerkannt,unddemochhat

manfastaus8chlieBlichbloBaufdiesogenanntenGelehrtenschulendie

Sorgfaltverwandt,diemanbeiweitemmehrdenBUrger=undLand。

schulenschuldigwar;sowohlwegender廿berwiegendenMenge,derihrer

bedttrftigenUnterthanen,alsumdeswiUen,weilbisher,einzelneVersuche

ausgenommen,nichtsdaf{irgeschehenwar.・ 一一一SodannistfUrguteLehrer,

dieimSeminargebildetwerden,zusorgen.DannmuBdergegenwanige

ZustandderSchulenuntersuchtunddieArtundWeiseihrerReform

ausgemitteltwerden.EsisthierbeillichtauBerAchtzulassen,daB

sehrvieledersogenanntenGelertenschulenzubloBenBttrgerschulen

reduzirtwerdenm廿ssen.NachdemmuBmandiebi8herigenFondszu

diesenSchulenausmitteln,diek伽ftigen,nothwendigenKostenderselben
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berechnenundwenn,wiezuvermuthen,diebisherigenFond8「dazunipht

ausreichenneueQueUenzurErganzungauf8uchen.Siewerdensichin

demSchulgelde,infiXirtenBeitrtigenetc.findenlasspn,nuramEnde

muBderS七aatselbstzutre七en,umdasFehlende,sowei七esimmerdie

Umsttindegestatten・zuzuschieBen・"そ し て マ ッ ソ ー は,た い て い 大 学 に 進

学 し な い 中 産 階 級 の 子 弟 の た め に 「市 民 学 校 」 を 組 織 化 す る こ と を,「 教 育

改 革 の 最 も 重 要 な 対 象 に し て 且 つ き わ め て 切 実 な 要 求 」 と 考 え て い た の で あ
(42)

る。

ルー ドヴ ィヒが 『一般都市学 校組織綱要』に おいて生命 を与 えんと企 てた

ところの ものは,初 等教育 の レベ ルを遙か に凌 駕 した,し か しなが らラテソ

語 ・ギ リシア語 ・ヘ ブライ語教授を施 さない,手 職人や商人そ の他の一 般市

民 のための紛れ もない 「市民学校」であ った。 ルー ドヴ ィヒは他 の場所 で こ
(43)(44)

う述 べ てい る。 「今 日 トリヴ ィア ー ル ・シ ュー レや市 民学 校 が概 して そ うで

あ る よ うに,ま った く貧 弱 な,見 るも痛 ま しい 教 育施 設 のた めに,尊 敬 す

べ き 所 謂 市 民 階 級 の 文 化 が そ の発展 を 制 約 され 阻 止 され てい る とす れ ば,

それ は取 りも直 さず 人 間存 在 に た いす る犯 罪 で あ る(Verbrechengegendie
(45)

Manschhei七)」,と 。E・ シ ュプ ラ ン ガー も指摘 す る よ うに,ル ー ドヴ ィヒの

教 育理 念 に は 確 か に 「実 学 主 義 的 色彩(realistischerEinschlag)が 全 く無 く

は な か った 。」 そ のか ぎ りに お いて,ル ー ドヴ ィヒ は フン ボ ル トの の ち ほ ど

の光彩 あ る教 育 理 念,す な わ ち 「職 業 陶 冶」 に た いす る徹 底 的 排撃 とい う立

場 に は 鋭 く対 立 した ので あ る。 フ ンボ ル トの か か るポ レ ミ ックな確 信 に基 づ

く,職 業 学 校 や 専 門 学 校 に た いす る敵 視 に つ い て,E・ シ ュプ ラン ガ ーは繰
(46)

り返 しこう強調 している。 「フンボル トは,普 段のそ の円満 な人柄 とは まっ

た く縁 遠い よ うな激 しさで もって,専 門学校(あ らゆ る一般陶冶に優先 して

行なわれ る専門的な職業準備の意味 に蔚け る)の 思想 に出会 いさえすれば,

いや,そ れば か りか,そ れが潜 んでいる と思 っただけで も,こ れを強 く排撃

した。」「フソボル トは,学 問的な基礎づけ な しに学識的職業 のため の準備 教

育を施す専門学校 とい うものにたいす る軽蔑 の念を押 し穏す のに とても苦労
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した。 彼 に とって,専 門学校 は謂わば 必要悪 であ ったので ある。 彼は この

所信 を,軍 医総監兼 ベル リン軍 医学校長 ゲールケにたい し,は っき りと明言

した。 軍医学校運営 の諸原則は私の方針 に 殆 ど沿 っていない,と 。」 そ して

フソボ ル トは,初 等学校 ・ギムナジ ウム(い わゆ る 古典語学校)・ 大学 のほ

かには如何 なる中間の学校形態,そ れゆえに 「市民学校」 や 「実科学校」 を

も認 めまい と したのであ る。 したが って,ル ー ドヴ ィヒの見解 はそれだけに

ます ます法相 フォソ ・マ ッソーのそれに近 い ように見 え る。事実,ル ー ドヴ

ィヒは学校査察旅行 の途次 マ ッソーと個人的に識 りあい,彼 を尊敬すべ きこ

とを知 ったのであ り,そ して少な くとも,大 学に進学 しない中産階級の子弟

のために適切な教育施設 が必要 である とい う点においては,両 者 の見解 は完
(47)

全 に一致 していたのである。

しか し,そ れに もかかわ らず,ル ー ドヴ ィヒ は フンボル トとまった く同

様,マ ッソーが構想 した ような教育制度 の職業学校化 ・専 門学校化 には断固

と して反 対であ った。周知の よ うに,そ の徹底的な実用主義的傾 向をもって

未だ啓蒙 主義時代に属 したマ ッソーは,旧 い身分 制的社会観 のなかに生 き,

それゆえに各 々の身分は この社会構成 の内部 でそれ ぞれ固有の学校 とそ の独

自の教育 目標を有 たねばな らない と考 えた。 すなわち,「 その身分な らびに

そ の将来の職分(Bestimmung)の 範囲以上 に 彼等 を向上 させ ることは無益
(48)

で あ る。 そ う した 知識 は彼 等 を 不 幸 に し,不 満分 子 にす る」,と 。 つ ま り,

マ ッソーは 身 分 と職 分 とに 従 っ て裁 然 と 区 分 され た,そ して実 際 生 活 に 即

し,直 接 の 効果 を生 み だ す学 校 をつ くるべ きで あ る とい う見 解 を とった 。そ

して彼 は この立場 か ら,中 産 市 民 のた め に 都 市 の ギ ムナ ジ ウ ムは 「死 語 」,

す な わ ち 古典 語 を廃 止 して,実 用 的 な 「実 科 学 校」(Realschule)に 改 組す べ
く　 ラ

きで あ り,ま た 下 層 市民 の た め に 下 級 学校(NiedereSchule)は 手職 を教 授
(50)

す る 「技 芸 学 校 」(Werk=undKunstschule)ilこ 改 編 すべ きあ り,さ らに法

律 家 や 官 吏 や 医 師 の 養成 の た め に は,大 学 も ウニ ヴ ェルジ テ ー トと しての そ

れ を解 体 して,そ れ ぞれ 専 門分 野 ご とに 独 立 の,専 門的 職 業 教 育 を施 す 「ア
く　

ヵ デ ミー」,す な わ ち職 業 専 門 学校 に 改む べ きだ と 主 張 した の で あ る。 マ ッ
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ソーの この主 張 は,梅 根 悟 博 士 の謂 うよ うに,こ れ よ り僅 か2年 前,す なわ

ち1795年10月25日 に フ ラ ンス革 命 議 会 で 成 立 した ドー ヌ法(LoiDaunou
(53)

du25・octobre1795)に 非 常 に近 い もので あ った。 ドヌー法 は,中 等 学 校

と して は 「中央 学校 」(1'6coleCentrqle)と い う 名 の 全 く実 学 主 義 的 な も

の を つ く り,大 学 を マ ッソ ーの 「ア カ デ ミー」 と 全 く趣 旨の 職 業専 門 学校

(1'6coleSpeciale)に 解 体 す る とい う制度 で あ った が,こ の種 の実 用 主義 的 な

学 校 改革 論 こそ は,こ の 時代 の先 端 をゆ くま さ し く 「啓 蒙 主 義 」 的進 歩 思想

な ので あ った。 それ に反 して,ル ー ドヴ ィヒは せ いぜ い,実 科 学 校 や職 業 専

門学 校 は ベ ル リンの よ うな都 市 に の み必 要 で あ る とい う程度 に しか 考 えな か

った。 彼 の 念頭 に あ った の は,す べ て の 人 間 を性 別 ・門 地 ・職 業 の如 何 にか

か わ らず,人 間 そ の もの と して 育成 す る 「一 般 陶 冶 の学 校」(Allgemeinbil-

dendeSchule)で あ った 。 ル ー ドヴ ィヒは 「人 間 性 へ の陶 冶 」 を あ らゆ る社

会 階 級,あ らゆ る人 々の 教 育 目標 に 掲 げ る こ とに よって,す で に啓 蒙 主 義

的=身 分制 的 地 盤 を 去 り,新 しい大 地 に 足 を 踏 み 入れ て いた ので あ る。

1804年 の 『一般 都 市 学 校 組織 綱 要 』 の なか で,ル ー ドヴ ィヒは こ う述 ぺ て

い る。 一般 都 市 学 校 の教 育 目的 は 「人 間 の 内 な る人 間的 な ものを覚 醒 させ る

こ と,あ るい は 人 間 を人 間性 へ 向か って 育成 す る こ と」(DasMenschliche

(54)

imMenschenzuerwecken,oderdenMenschenzurHumanitatzubilden)

で あ る 。 「か か る学 校 で 教 え られ る と こ ろ の も の は い っ さ い,次 の よ うな 性

質 の も の で な け れ ば な らな い 。 す な わ ち,そ こに お い て,あ らゆ る 点 で 各 人

が 性 別,将 来 の 身 分 お よび 職 業 に よ っ て 区 別 さ れ る こ と な しに,真 に 高 尚 に

して 且 つ 有 益 な る陶 冶 の た め の 有 効 な る指 導 を,段 階 を 追 うて 受 け る こ とが

で き る よ うな 性 質 の も の で あ る 。 そ の 他 の 性 質 の も の,す な わ ち 或 る 特 定 の

身 分 や 職 業 の た め の 陶 冶 は,特 殊 な 施 設 へ 委 ね られ る べ き で あ る」(Alle8,

wasineinersolchenSchulegelehr七wird,muBvonderArtsein,daB

durchausjederMenschohneUnterschieddesGeschlechtsundohne

Unterschiedseinesk丘11ftigenStandesundBerufeszweckmtil3igeAnlei-

tungzueinerwahlhaftedlenundwohltatigeBildungstufenweisedaril1
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empfangenk6皿e.DasUbrige,namlichdieBildungzueinembesonderen

(55)

StandeoderBerufe,muBspeziellenInstitutenttberlassenbleiben),と 。

ここに 語 られ て い るも の は,ま さ し くあ の 「一 般 人 間陶 冶 の理 想」 に ほか な

らな い。 す なわ ち,ル ソ ーが 告 げ,さ らにペ ス タ ロ ヅチが そ の 内 奥 の 深み か

ら感 動的 な 力 で もっ て 湧 出 させ,そ して1809-19年 の 「プ ロイ セ ン教 育 改

革 」 に よ って 史上 初 め て 国家 公 教 育 制 度 の 全 段階 に 樹 立 され た ところ の,

そ れ で あ る。 われ わ れ が 本論 の 冒頭 に述 べ た,「 一 階 級 で は な く,全 国民 が,

あ るい は全 国民 のた め に 国家 が管 理 す るす べ て学 校 は,た だ 一 般 人 間 陶冶 の

み を 目的 とす べ きで あ る。生 活 や 個 々 の職 業 の必 要 か ら要 求 され る と ころ の

もの は分 離 され て,一 般 陶冶 の完 結 した 後 に得 られ ね ば な らな い 。 も し両 者

が混 合 され るな らば教 育 は不純 とな り,わ れ わ れ は 完 全 な る人 間 を得 る こ と

な く,ま た 個 々の 階 級 の 完全 な る市 民 を も得 られ な い」 とす る フ ンボ ル トの

1809年9月27日 の学 校 計 画 は,た とい そ の範 囲が 都 市 の み に限 られ てい た

とは い え,す で に五 年 も早 く,し か も イ ェーナ ・ア ウエル シ ュテ ッ トの敗 戦

に よ る プ ロイ セ ソ国家 の顛 覆 以 前 に,ル ー ドヴ ィヒに よ って企 て られ た わ け

で あ る。

ル ー ドヴ ィヒ の 構 想 す る一 般 「都 市 学 校」 は,「 実 用 主義 の狂 信 者 」 フ ォ

ン 。マ ッソ ー法 相 そ の 他 の企 図 した そ れ とは,ま さに対 脈 的 で あ 観 ル ー ド

ヴ ィヒが 当時 学 者 や 官吏 の養 成 機 関 化 して い た ギ ムナ ジ ウムを 「都 市 学 校 」

に改 編 せ ん と した の は,実 際 生 活 に 即 応 し直 接 の効 果 を 生む 学校 をつ く りだ

す ため で は な く,実 はす べ て の 人 び とは,性 別 ・門 地 ・職 業 の 如何 を問 わ

ず,ひ と し く 「一 般 人 間 陶 冶」 を施 す ため で あ った こ とを,わ れ わ れ は識 る

べ きで あ ろ う。 彼 は この 「一 般 人 間陶 冶 」 を 「或 る特 定 の身 分 や 職業 の た め

(56)

の」陶 冶に優位 させねばな らぬ理 由について こ う述べ ている。 「人間 と して

陶冶 され た者 は,同 時に また熟練 した有為な市民で もあ る。それゆえ,わ た

しは市民的陶冶 は 人間陶冶 に 従属す るものだ と 考え る。 わた しは したが っ

て,諸 教科につ いてその仮定的価値 よ りもその絶対的価値 に よ り多 く注 目す

る。 わた しは この諸教科において,そ れの教授に よって市民的生活に どの よ



繍 総1緬)ト磁 騰 輯 難 セニ狼 鵠 菖(田中)(2D

うな利益が保証 され るか とい うことよ りも,む しろ人間 の内な る人間的な も

のが育成 され るが どうか とい うことの方を問題 に している。学校では これ ま

で久 しいあいだ,人 類 よ りも国家のために,人 間である ことよりも市 民であ

る ことのために,精 神や心情や生活を醇 化す ることよりも政 治的存 在ない し

は政治的存続 を保づ ことのために,よ り大 きな努力が払われて きた。 しか し

なが ら,人 間の教育に おいて これ まで人間 を市民にす るこ≧に重 きを置 き,

人間を人間的 にす ることを怠 って きた ことが,い ったいわれ われ に どの よ う

な結果 を もた らしたか,経 験が これ を教 えてい る」,と 。

「人間 の内な る人間的な ものを覚醒 させ る こと,あ るいは人蘭を人間性へ

向か って陶冶す る こと」 を 「一般都市学校」 の教育 目的に掲げた ル ー ドヴ ィ

ヒは,そ れゆえに 「生徒 のあ らゆ る精神的諸力を鼓舞 し,彼 等 を 自発活動へ
(57)

導 くこと」 を教師に要求す るとともに,み ず か らもまた爾 後,「 人間 の内な

る人間的な ものを覚醒 させ る」確実 な メ トーデを求めてペス タロ ヅチ教育方

法やベ ル=ラ ンカスター式教育方法 の研究に乗 りだす のであ る。

〔未完〕
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13,S.266.)

{3)derselbe,Unmassgebliche(le4anh6ndiberdenPlaneurEinriohtungdesLittaor-

ischenStndtschulcuesens.In:WilhelmvonHumboldtsGesammelteSchriften,



叢章」脇 妬)ト餐 灘 膜 魚ε奏 毛鵠 菖(田中) (23)

Band13・S・277・ 学校教 育は まず人 間た るに 必要 な知識 と品性 を陶冶すれば よ

い。 すなわ ち,職 業人を造 る前に まず 「全人」的人 間を造 らなければ な らない。

そ うすれ ば,職 業 に必要 な特殊 能力 の如 きは,お のずか ら獲得 され る筈で あ る。

陶冶 とは人 間 の もつ あ らゆ る力を喚 起せ ん とす る ことに他 な らない。 とすれば,

かか る陶冶 は専 ら形式的 な もので あ る。多方 面にわた る教材 に よ って百科 全書的

な知識 の詰め こみ(17世 紀 が教 育理想 と した ような)を 期 す る ものでは ない。知

識 を溜め こむ ので はな く,人 間 の内面性 の全面的 な展 開 と発展 を意図す る もので

あ る。 「それぞれ の種類 の学校 では,つ ね に 〔人間〕諸力 の訓練 をつ ねに完全 に

欠 陥な く行 な うこと。 しか し,た とい如 何に必要 であろ うとも,一 般 に 〔人間〕

諸 力の訓練 を促す こ とが殆 どな く,ま た これを促す ことが余 りに も一面的 なすべ

て の 知識 を 学校教 育か ら 閉め だ し,そ れ を 特殊 学校に 委ね ること」(derselbe・

Ueberdie瑠 伽Z」KoenigsbergischenSchul2uasenvorxuneh〃vandeReformen・In:

WilhelmvonHumboldtsGesammelteSchriften,Band13,S.263)と い うの

が,フ ンボル トの一般原則 であ った。 また,rl809年12月1日 の宗 務 ・公教育 局

の報 告』には 次 の よ うに 記 され てい る。 「あ らゆ る 階 級にひ と しく 必要 な人 間

諸力 の発 達,各 種 の職 業に必要 な 熟練 と知識 とが 容易 に結 合 され る 人間諸力 の

発 達 を促進 す るこ と」(BerichtderSlehtiondesKultusunaUnterrichtvom1・

Zlθcember1809.In:WilhelmvonHumboldtsGesammel七eSchriften,Band

X,ZweiteAbteilung:PolitischeDenkschriftI,Berlin1968,S.205)。 か く

フ ンボル トの陶冶原理 は人間諸力 の陶冶を主 とす るが,そ れ はあ らゆ る職 業の根

抵 をなす諸力 を培 うもので なければ な らない。E・ シ ュプランガーが これ に 「普

遍 的 形 式 陶 冶 」(UniversaleformaleBildung)と い う 名 称 を付 した(Eduard

Spranger,VailhelmvonHumbolatorndゐ θReformdesBildungs2uesens・Unver-

anderteNeuausgabemitNachtragen.Tttbingen1960・S.134・)の は.ま

こ とに 適 切 で あ る。

か よ うに フ ンボ ル トは 職 業 陶 冶 よ りも 一 般 陶 冶 を 主 と し,知 識 の 注 入 よ り も

人 間 諸 力 の 発 展 を 重 ん じた が 故 に,そ の教 育 制 度 の 体 系 は 統 一 と 連 結 を必 要 と

した 。 「哲 学 的 に考 察 す れ ば,学 校 教 育 に は た だ 次 の3段 階 が あ る のみ で あ る。

初 等 教 育(Elementarunterricht),中 等 教 育(Schulunterricht),大 学 教 育

(Universititsunterricht)で あ る」(WilhelmvonHumboldt,Ueberdiemit

demKoeni8sber8ischenSchulzuasenvorgunehmendelillformen.In:Wilhe】mvon

HumboldtsGesammelteSchriften,BandXIII,S.260;derselbe,Unmass-

geblicheGeaanhentiberaenPlanzurEinrichtungdes'LitthauischenStndtschul-

zaesens.In:WilhelmvonHumboldtsGesalnmelteS6hriften,BandXIII,

S・279)。 フ ンボ ル トに よれ ば,初 等 教 育 に お け る教 授 は,教 授 とい うよ りは む し

ろ教 授 の 準 備 を 為 し,前 も って 教 授 を 可 能 に す る もの で あ る。 初 等 教 育 は あ ら
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ゆ る種 類の観念 の 表示 の仕方(BezeichnungderIdeennachaUenArten)"

を取 り扱 うもので あ り,そ の教授 の対象 とな るものは 言語 ・数 お よび 量の関係

(SPrach-,Zahl-undMass-Verhaltnisse)で ある。 地 理,歴 史,博 物 な どは,

多方面 な応用 に よって力を練 るために,或 いは初等教育 を終 えてただ ちに実際 生

活に入 る者 のため にのみ付加 され る。次 いで中等 教育 の 目的は能力 の訓練およ び

知 識 の獲 得であ る。 これ な くしては科学的 洞察 も技術上 の熟練 も不可 能であ る。

中等教育 は数 学的 の もの,歴 史的 の もの,言 語的 の ものを取 り扱 うが.生 徒の課

題 は これ らの教科 を単 に学習す る とい うに止 るもので はない。 「学 習す るこ との

学 習」(dasLernendesLernens)と い うことも,ま た重要 であ る。 シ ュライ

エ ルマ ッハーは この 「学 習す るこ との学習」を大 学の課題 としてい る(Friedrich

Schleiermacher,(lele8entliche(ledαnhenitberUniversitde'tenin4eutsehemSinn.

NebsteinemAnhang励 θ7einen8uzuerrichten4eUnicersitdt.In:DieIdeeder

deutschenUniversittit,DieftinfGrundschriftenausderZeitihrerNeu-

begrttnd皿gdurchklassischenIdealismusundromantischenRealismus.

Darmstadt1956・S・238)カ ミ,フ ンボル トは純 粋科学 におけ る洞 察を大学 の課題

と して保 留 している。 知識 の真実 な創 造は 大学に おいて 始 まる。 しだが って大

学教師 は もはや 教 え る者(Lehrer)で は な く,ま た学 生は もはや 教 え られ る者

(Lernender)で はない。 学生は 自 ら研 究す る者 であ り,大 学教師 は学 生の研 究

を指導 し援 助す る者 であ る。

か く,初 等教 育,中 等教 育,大 学教 育 の三段階 は有機的 関連 を もった体 系をな

して いる。 この三段階はひ と しく 人間 の内面力 の 調和的発 展を 目指 してお り,

本質的 に異 な った ものではない。 各段階 はただ 時間的継 続 の 長 さに よって 区分

され てい るに す ぎない。 この 一 貫 した 学校系統 か ら 分離 され てい る 市民学校

(Bttrgerschule)1中 間学校(Mittelschule),実 科学校(Realschule)な どは.

その本質上 フ ンボル トが好意を 向けなか った学校 であ る。 この種 の学校 は年 少者

にた い して一 般陶冶 と職 業陶冶 とを平 行 して行 なわ ん とす る もので,功 利 的傾 向

を伴 な うのは 必 然で あ る。 この種 の学校 は 真の人間 をつ くるこ ともな く,真 の

市民 をつ くる こともない。 そ こか らはただ,崎 形児 が 生 まれ るだ けであ る。 人

間を仕込む(abrichten)こ とは 或 いはで きるか も知れ ないが,人 間 を陶冶す る　 　 　 　 　 　 　

(bi】den)こ とは 絶 対 に不 可 能 で あ る(WilhelmvonHumboldt,Ueberdiemit

demKoenigsbergdschenSchulanftsenvor!unehmentieRllformen.In:Wilhelmvon

HumboldtsGesammelteSchr三ften,BandXII,S,264)。 しか しな が ら,フ ン

ボ ル トは職 業 陶 冶 を絶 対 に 排 斥 した とい うわ け で は 必 ず し もな い 。 彼 は 市 民 生 活

上 重 要 な職 業 に は それ に応 ず る特 殊 学 校(Spezialschule)の 必 要 を 承 認 しJ技 芸

学 校(Kunstschule),農 業 学 校(Ackerbauschule),商 業 学 校(Handelsschule),

舵 手 学 校(Steuermannsschule)な どを挙 げ て い る(derselbe,a・a・0・,S・265)。
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け れ ど も,こ れ らの職 業 陶 冶 は 堅 実 な一 般 陶 冶 の基 礎 の 上 に 立 って 初 め て 可 能 で

あ る。 両 者 を平 行 的 に 行 な うこ とは,フ ンボ ル トの 絶 対 に 排 除 す る と ころ で あ

る。(皇 至 道 「新 人 交 主 義 の理 念 と教 育」,広 島 文 理 科 大 学 教 育 学 研 究 室r教 育科

学1』1933年 ・岩 波 書 店 刊,114頁 以下 を 参 照 。)

(4)参 照,EduardSpranger,DashumanistischeunadasPolitischeBilduagsideal

imheutigenDe・atschlan4(1916).In:derselbe,Volk.Staat.Erziehung.Gesam-

melteRedenundAufs批ze.leipzig1932・S・3・ 近 代 は,農 民 とか 市 民 とか

貴 族 とか 僧 侶 とか い う 身 分 制 的 な 「具 体 的 な 」 身 分 を 離 れ た 人 間 一 般,つ ま り

「具 体 的 な」 身 分 制 か ら 抽 象 され た.ル ソー の 言 葉 で 言 え ば 「人 間 な る身 分 」

(1'6tatd'homme)を 成 立 させ た と 言 え る。 近 代 の 教 育 思 想 は,し た が って

人 間 そ の もの の 陶 冶,す なわ ち 「一 般 人 間陶 冶 」 の 思 想 の 成 立 を,教 育 の 「近

代 化 」 の 歴 史 的 起 点 と しな け れ ば な らな か った(拙 稿 「《国 民 教 育 》 の 近 代 化 と

E・v・ ロ ヒ ョー の 民 衆 教 育 一 《国 民 教 育 》 近 代 化 の歴 史 的 起 点 に つ い て の一一

考ge--r」,日 本 教 育 学 会 編 集r教 育 学 研 究 』,1961年 金子 書房 刊 所 収,124頁 以

下 を 参 照)。

(5)例 え ば,AlfredRach,Sachevb'rteptgurdeUtschenErgtehungsgeschichteb2・,ver-

besserteunderganzteAuflage,Weinheim/Berlinl967,S・181ff・ の 文 献 目

録 を 参 照 。 邦 語 文 献 で は,「 プ ロイ セ ン教 育 改 革 」 に 関 す る専 門 論 文 と して は,

筆 者 の知 る限 りで は 次 の よ うな もの が あ る。 皇 至 道 「新 人 文 主 義 の 理 念 と教 育」,

広 島 文 理 科 大 学 教 育 学 研 究 室r教 育 科 学1』(1933年,岩 波 書 店 刊)所 収 。 砂 沢

喜 代 次 「フ ンボ ル トの教 育 改 革 一 フ ンボ ル ト研 究 の 一 断 章 一 」,広 島 大 学 教

育 学 研 究 室 『教 育 科 学13』(1955年)所 収 。 平 野 一 郎 「ベ ル リ ン大 学 成 立 史 小 論

一 一Stein-Hardenberg改 革 と の関 連 に お い て 一 」,教 育 史 学 会 紀 要 編 集 委 員

会 編 『日本 の教 育 史 学 』 第1集(1958年,講 談 社 刊)所 収 。 梅 根 悟 著r近 代 国 家

と民 衆 教 育 一 一 プ ロイ セ ン民 衆 教 育 政 策 史 一 』.1967年,誠 文 堂 新 光 社 刊 。 宮

寺 晃 夫 「新 人文 主 義 教 育 理 論 に おけ る 人 間 形 成 と 公 教 育 一 一W・v・ フ ム ボ ル ト

を 中 心 に 一 」,r東 京 教 育 大 学 教 育 学 研 究 科 研 究 集 録 』(1969年)所 収 。 石 井 正

司著 『民 衆教 育 と国 民教 育 一 プ ロイ セ ソ国 民 教 育思 想 発 生 期 の 研 究 一 一』,1970

年,福 村 書 店 刊。

(6)AlfredHeubaum,Gieschichte4esDeUtschenBilaungscae:sensseitderMitte廊

siebcehntenJahrhuaderts.ErsterBαna'.Bis■UMBeginnderallgemeinenUnter-

riehtsreformunterFriedrichaem(;rossen1763ff.DczsZeitalterderStandes--und

Berufsbildung.Berlin1905,S.158。

{7)WilhelmvonHumboldtsGesammelteSchriften.BandXVI,Vierte

Abteilung:PolitischeBriefe,Bandl(1802-1813),Herausgegebenvon

WilhelmRichter,PhotomechanischerNachdruck,Berlin1968,S.93f.文
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中 の ア ンダ ー ライ ソは 引用 者 。

(8)18世 紀 の 後 半 か ら19世 紀 の 初 頭 に か け て,ヨ ー ロ ッパ諸 国,と りわ け社 会

的 ・経 済 的 に 後 進 国 家 で あ った ドイ ツに お い て,下 層 民 衆 の子 供 に 読 み 書 きな ど

の 初 歩 的 教 授 を施 す と と もに 生 産 労働 に 従事 させ る試 み が 各 地 で 行 な わ れ た 。 こ

れ は教 育 史 上.「 産 業 学 校 運 動 」(Industrieschulbewegung)と 称 され て い る。

それ は,マ ニ ュ フ ァ クチ ュ ア とい う生 産 様 式 の 出 現 に よ って農 民 生 活 が崩 壊 し,

新 しい 労 働 力 の 創 出 とい う 歴 史 的 条 件 の も とで,学 校 で 問 屋 制 資 本(Verlags-

kapital)の 供 給 す る原 料 を 下 層 民 衆 な い しは 貧 民 の 子 供 に 加 工 させ て収 益 を あ

げ る と と もに,伴 せ て 彼 等 を時 代 の要 求 す る資 本 主 義 的 生 産 様式 に ふ さわ しい 将

来 の 労 働 力 の担 い 手 に形 成 し よ う とす る もの で あ った 。 この 種 の 学 校 は,重 商 主

義 国 家 の,国 富 増 大 の ため の殖 産 興 業 政 策 の 要 請 に よ っ て強 力 に推 進 され,救 貧

政 策 と相 侯 っ て,農 村 プ ロ レタ リア,浮 浪 者,乞 食,兵 士 の子 供 お よび孤 児 た ち

を 救 貧 院,孤 児 院,貧 民 学 校,衛 戌 学 校 な どに そ れ ぞ れ 強 制 収 容 して 授 産 教 育 を

施 した。 これ らの 学校 は マ ニ ュ フ ア クチ ュ ア資 本 の一 工 場 と化 し,学 童 は ま さ に

低 廉 な 労 働 力 と して 使 用 され た 。 プ ロイ セ ソ国 王 フ リー ドリヒ ・ヴ ィル ヘ ル ムー

世 の 設 立 した ポ ツダ ム軍 人孤 児 院 が こ う した 「産 業 学 校 の ひ とつ の 典 型 で あ った

(参 照,拙 著 『プ ロイ セ ン民 衆 教 育政 策 史 序 説 』,1969年,風 間 書房 刊,164頁 以

下)こ とは,著 名 で あ る。 しか し,こ れ らの 「産 業 学 校 」 に お い て は,「 勤 勉 で

信 仰 心 に 富 み,質 朴 で 職 務 に献 身 的 」 な 人 間 の 育 成 が 図 られ,知 性 を 啓 蒙 す る実

.科(Realien)教 授 は 決 して 与 え られ ず,生 産 労 働 は 単 に 職 分 的 技 能 と して の み

教 え こまれ た 。 参 照,AugustGans・DasbhomomischeMotivinaerPreuβischen

Pdda80gikdesachteehntenJahPthunderts・Halle1930'特 にS・114ff.;Robert

Alt,Dh'elndzcstriesehulen.EinBeitrag■urGeschichtederVolhsschule,Berlin/

Leipzig1948;A.ReuB,DielndustrieschuleumdieVVenaedes18.∫ahrhunderts.

Diss.phil.,Frankfurt1926;KurtIvel1,DieIndustrie-Pddagogihdes18.

∫ahrhunderts.Langensalza1929;FritzTrost,.Dt'eGb'ttingischelndustrieschnle.

Berlin1930;BrunoBendokat,IndtcstriO》ddαgogihbeidenPhilαnthroPenund

砺Pestalozgi.Halle1934;WilhelmAndacht,Dt'eSchleswig・-Holsteinische

Indzastriesehule,Neumtinster1939;HorstKrtiger,Zur(]eschichtederManu-

fal?tvrenunaManufdeturarbeiterinPrezassen・DiemittlerenPγo癩 捌inder

gcaeitenHdlftedes18.Jahrhunderts.Berlin1958,S.389ff.

(g)P.Espey,Natorp,Lz`aωig.In:LexikonderPadagegik,InvierB益nde,

hrsg.vomDeutschenInstitutfttrwissenschaftlichePadagogik,MUnster,

unddemInstitutfUrVergleichendeErziehungsWissenschaft,Salzburg,III.

Band,Freiburg1954,S.608.

⑩ 参 照,FriedrichAd・1phWilhelmDiesterweg・SdmtlicheWerhaHrsg・von
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HeinrichDeiters,HansAhrbeck,RobertAlt,GerdaMundorf,LeoRegener.

Berlin,Bdl(1956),S.189ff.,203,347,355,384,429,431;Bd.II(1957),

,S.116f.,123.178,185,236,384;Bd.Ht(1959),S.127,361,468f.,477;BdIV

(1961),S。72,255,382;Bd.V(1961),S.15,114.219,369,489;BdVl(1963),

S.275;Bd.V置 量(1964),S.60f.,178,201,227,26φ;Bd.IX(1967),S.102,309,

310f.,368.

(10,,DieEntstehung』4erinnerenVerfassungderplleuβischenElementarschule``は

ラ イ プ チ ヒ 六 学 哲 学 部 へ 学 位 請 求 論 文 と し て 提 出 さ れ,1912年2月13日 に 攣 理

さ れ た(主 査,Prof・Dr・Spranger,Prof・Dr・Brandenburg)。 こ の 論 文 は,

・・Dh'eOrganisαtionderVol々sschul=unaSeminarzcesensinP惚%β θ%180ρ 一1819・

MitbesondererBenichsichtigung4erVVirksαmheitLzdclωtgNatorPs"のAbschnitt

II'2'a-cに 収 録 さ れ て い る 。 〔両 書 と も,九 州 大 学 付 属 図 書 館 バ ル ト文 庫 に 所

蔵 〕。

働EduardSpranger,四 づ乃 θZ〃3vonHμmbol4tuaddieRefo「m4esB44π ㎎5-

caesenns.UnveranderteNeuausgabemitNachtrtigen,Ttibingen1960,S.269,

AnmerkungzuSeite146.

⑬RichardWagner,FiehtesAnteilαnderEinftihmng伽Pestaloeeischen

MethodeinPrezaβen.]しeipzig1914,S.97-138;FranzKade,Schleiermachers

AnteilanaeケEntwiohlun84es'PreuβischenBil4ungswθsensvon1808-1818.

Leipzig1925,S.9ff.

ODErnstLichtenstein,Bildun8sgeschichtliche」%碑 》ehtiuen.Ratingen1962.

S.111-129.Miteinemunver6ffent】ichenBrief:BerichtLudwigNatorps

andenOberprasidentFreiherrnvonVincke.

㈲ 稲 富 栄 次 郎 監 修 『教 育 人 名 辞 典 』 の 「ナ トル プ 」(Natorp,BernhardChris-

tophLudwig)の 項(無 署 名),426頁,お よ び 石 井 正 司 著 『民 衆 教 育 と 国 民 教

育 一 プ ロ イ セ ン 国 民 教 育 思 想 発 生 期 の 研 究 』,247頁 な ど で は,「 パ ウ ル ・

ナ トル プ の 祖 父 」 と 記 述 さ れ て い る が,こ れ は 誤 り で あ っ て,正 確 に は 「曾 祖

父 」(UrgroBvater)で あ る 。 パ ウ ル ・ナ トル プ 自 身 も ・「曾 孫 た る わ た し 」(mir,

demUrenkel)と 記 述 し て い る(PaulNatorp,LndwigNatorp・S・3・)。 参 照,

AlfredRach,BiographienetwdeutschenErziehungsges'chichte.Weinheimund

Berlin1968.S.288.

⑯ ヘ ッ カ ー に つ い て は,拙 著rプ ロ イ セ ン 民 衆 教 育 政 策 史 序 説 』,180頁 以 下 を

参 照 。

αのPau】Natorp,a.a.0・,S.3・

㈱ カ ソ ト の 親 友 ヒ ツ ペ ル(TheodorGottliebHipPe1,1741-1796)の 報 告 。 参

照,ErnstCassirer,1血 傭Lebescun4Lehre.Berlin1918,S.12.
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⑲FriedrichEberhardvonRochow,EtevczsP7盈 ≠づ50加5励87Ereiehung,In:

=FriedrichEberhardvonRochowssamtlichepadagogischeSchriften,

herausgegebenvonFritzJonasundFriedrichwienecke,II.Band,Berlin

l908・S・32・ 田 中 昭 徳 ・金 子 茂 訳r国 民 性 と教 育 』(世 界 教 育 学 選 集34) ,1965年

明 治 図 書 刊.110頁 以 下 。 また カ ソ トも そ の 『教 育 学 講 義 』(むberPadagogik)

の な か で,ロ ヒ ョー と同 様 な 言 葉 を 述 べ て い る。 「多 くの人 び とは 少 年 時 代 が 生

涯 で最 良 の,ま た 最 も楽 しい時 代 だ と考 え る。 だ が,実 際 に は そ うで は な い 。 そ

れ は 最 も辛 い 時 代(djebeschwerlichstenJahe)で あ る。 学 習 が き び し く.本

当 の 友 だ ちは 稀 に しか 得 られ ず,自 由 は な お い っそ う稀 に しか 得 られ な い 。 す で

に ホ ラ テ ィ ウスは 言 っ て い る。,,少 年 は 多 くの こ とを忍 び,且 つ 為 した り。 汗 か

き,ま た 凍 え た り",と 。」(Kant'sGesammelteSchriften.Herausgegebenvon

K6niglichPreussischenAkademiederWissenschaften,BandIX,,Berlin

1923・S・485)。 こ こに フ リー ド リヒ学 院 に お け る カ ン ト自身 の 「辛 い」 少年 時 代

の 体 験 が 重 ね あ わ され て い る こ とは 明 らか で あ る。

⑳FriedrichPau】sen,DasdeUtscheBildungsuAt:seninseinergaschichtlicimEnt-

wiahlung.VierteAuflageunveranderterAbdruckMiteinemGeleitwort

vonW.M伽ch,LeibzigundBerlin1920,S.74.

⑳ ク リス テ ィア ー・…ソ ・ヴ ォ ル フは1721年,ハ レ大 学 副学 長 に 選 ば れ た が,そ の就

任 講 演 の なか で の 孔 子 の称 賛 が 涜 神 的 で あ る と の理 由 で 神 学 部 に 告 発 され.23年

フ リー ドリ ヒ ・ヴ ィル ヘ ル ムー 世 か ら 「絞 首 刑 」 を以 て 脅 され,48時 間 以 内 の 国

外 退 出 を命 ぜ られ て マ ー ル ブ ル クに去 った 。フ リー ドリヒ大 王 は 即位 直 後 の1740

年6月6日,宗 務 局評 議 官 ライ ンベ ッ クに 宛 て て 「訓 令 」(OeuvresdeFdedgric

le(lrαnd,parJ.D.E・Preuss・TomexxvII・III・P・185)を 発 して ヴ ォ ル フ

の 召 還 を 命 じ,ペ ル リソ科 学 ア カ デ ミー の席 を ヴ ォ ル フに提 供 した が,ヴ ォ ル フ

は む しろ ハ レへ の 復 帰 を 望 ん だ 。 この願 い が 容 れ られ て,ヴ ォ ル フは 異 例 の 高給

(2000タ ー ラ ー)を 以 て ハ レに 返 り咲 い た 。

㈱ ニ ー マ イ アi-一・一の 教 育 思 想 につ い て は.SamuelBaur,CharahterristihderErgie-

hungsschriftstellerDeutschland・Leipzig1790・s・327-330;JohannGottlob

ErdmannFδhlisch,ErinnerungenanDr.Aug.Herm.Niemeyer,vormalsKaniler

derUnicersitdtHalle,alsPtidago8en・EinBeitragaurneuerenGeSchichteder

Pddagogikunddergelehrten5chulen.Wertheim1834;MatthiasCornelius

M伽ch,BiograPhienaZtsgeeeichneter㈱dieMenschheitverdienterPtidagogen

Augsburg1845.S.41f.;M.Froschauer,1望 ㎎.Herm.NiemeyexIn:Reper-

toriumderPtidagogik,J9・46・ulml892・Hef㌻7・s・337-343;TomaDicescu・

ノ1㎎.Herm.NiemeyersVerdie.nsteumdasSchulzuesen.Diss.phil.,Leipzig1892;

OttoSchleibnitz,HerbαrtsVerhdiltnis■ π1>1'6meアerinAnsehungd31nteresses・
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Diss・phi1りLeipzig1899;"OskarMotz,A .tr9.Herm.Niemeツer伽 εθ伽8勉Ver-

hdltnisse2uKa%≠.(Diss.phi1.,Leipzig1902)M茸hlhauseni.Thur.1902;Karl

Friebe,Pddα80gische .アersucheづ πderKantischenScゐule.五 伽Beitragsw

Entωichluag/bptmalerZielbegn'ffe.Diss.phi1.,Leipzig1902;EdmundOpper-

mann,AugustHermannヱ 〉づθ〃1ayer.G8伽hblat彦2use吻 勉150.(leburtstage賜

1・SePtember.In:DeutscheBltitterf.erzienhendenUnterricht31(1904),

Nr.48,S.401-405;Ed.Flick,!霊 ㎎ ・粥 彦HermannNie〃 躍ッ〃.In:Allg.deutsche

Lehrerzeitung56(1904),Nr.48vom27.1L1904,S.572-574;AlbertK6hler,

'∠霊㎎ 欝 彦He7〃zannNiθ 〃躍ツθγεStθ 〃ung2%Rθligiof¢unaReligi(mSU%tβ77ich彦
。

ProgrammZittau1906;KarlBoeごk,DieBildang4es(卍 ゾ伽 なnach.4㎎ 欝 ≠

玩 γ〃zannハXiemeyers``(;rUl¢4sdteenderEretehungunddesひnterrichts".(Diss・

phiL,M廿nchenl906)Paderborn1908;Fr.Ber七ram,Ztveitheologt'scゐ θ 〃 診吻

von1)7.AUgus彦Hermannハliemeッ θ7.In:KirchlicheGegenwart。Gemeindeblatt

f.Hannover.5(Gδtt.1906),Spp151-154;H.Scherer,1)iePadagogikα 」3

WiSSθnsohaft"0%PestaloeeibisZ¢ 〃(legei¢ ωα7彦 づ%ihγ θγE¢tωic海lungづ 〃zZ欝 α〃Z騨

〃zenhangmit・demKul彦ur_und(18isteslebendargeste〃 ≠.III.Abt.:Diewich。

tigstenDarstenungenderemprischen'Ptidagogik.Leipzigl907,bes・S・5-15;

JohannesJungnik,DasProble〃zdersittlicゐ 一religib'senBildungnaohKantund

・4㎎ 欝'正ler〃zannハXiemeツeralssツstema'tische'職'rdi8un8.(Diss.phi1・,GieBen

1915),Berlin1915;JohannesMehlhose,1)づ θ 汐ddagogischenPringipiendes18・

∫nhrhun『ler彦5伽1>'ie〃teツers``Grundsdt2enderEr2iehungunddesu協67弼6形5"

DissLphil.,Leip乞ig(mach.schr.)1920;WiliGriepentrog,AzzgustHermann

NiemeyersAnsichtenilb6rOrganisa彦iondesUnterrichts.Diss.phi1り(masch.

schr.)WUrzbur91920;Georg・Rinck,'DieErxiehuag雛Selbstttitighei彦bei

AUgzes彦HemaannムTiemeyer.(Diss.phiL,W廿rzburg1921),・Langensalza1921

(=Fr.Mann'sP飯dagogischesMagazin,Nr.842);HermannK6rwin,Dづ θ

5朔ieheErai伽 ㎎beiAugustHermannN伽eyer.Diss.Ph且.,Wtirzburg1921;

AugustNebe,ZormGeddch彦nis.4ugws彦HermannNiemeOr〃5」In:Lehrproben

undLehrgtingeftirdiePraxisderschulen,J9.1928,s.330-334;Edmund

Kaiser,Dづ θSelbst彦atigkeitづ りZderPdda80gih』 わeiNiemeツ 〃 吻dSchω 〃 名(=Fr・

Ma皿'spadagogischesMagazin,Heft1338)Langensalza1931;G∬bertde

Landsheere,1).;ter〃zinantsculturelsde1αpi4a80giedeハXiemeッer.In:Paeda画

gogicaHistorica1(1961),P・187-212;JosefLeohhardBlass,Herbarts

Pddagogiseheヱ)enhプbr〃zo4〃Allge〃zθ 伽 一Pdidagogih・un4T()φih・Wupperta1/

Ratingen/Dd白seldorf'1969(bes・ §3,S・39丘)・ を 参 照 。

飼lMaxLehI夏ann,1)erFreiherrvomStein,Band2.LeipziglgO3,S.540;
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AugustJacob・undJohannGottfriedGruber(Hersg・),・4㎎ 輝 ≠Hermann

Niemayept・ZurErinneruaganaessenLebenundvairhen.Halle1831,383;

BrunoGebhard,VVilhelmvon.HtCmbolatalsStaatsmann.BandI.Neudruck

derAusgabeStuttgart1899,Darmstadt1965,S.1・14.参 照,EduardSpran-

ger,VVilhelmvonHumboldtunddieReform4es.Bildungsanesens.Unveranderte

NeuaqsgabemitNachtragen・Tttbingen1960,S.80,Anm・1;derselbe,Der

Z磁asammenhangvonPolitikundPb'dagogihinderNeueeit.§13.1万 θEntstehung

dasMinistevizamsdergeistlichenundUnterrichtsangelegeithei ,teninPreuβ8n・In:

DieDeutscheschule,xvIII.Jahrgang,LeipzigundBerlin1914,S・364・

⑳ フ ン ボ ル ・トは1809年12月,ハ レ に ニ ー マ イ ァ ー を 訪 問 し た 際 に 初 め て こ の 事

実,す な わ ち 自 分 よ り も 以 前 に ニ ー マ イ ア ー に 宗 務 ・公 教 育 局 長 就 任 の 要 請 が

為 さ れ た と い う 事 実 を 知 っ た(WilhelmvonHumboldt・ .Briefeanハ κoolo勲 「・

HerausgegebenvonRudolfHaym.Berlin1894,S.8)。

㈲GustavNatorp,Natorp,BernhardChristophLudUtg.S.94.の 引 用 文 に 拠 る 。

㈱ditto・S・94・ の 引 用 文 に 拠 る 。

㈲ 本 論 文 末 尾 の 「ル ー ド ヴ ィ ヒ ・ ナ トル プ 著 作 目 録 」Nr・7,a・-u・ を 参 照 。 な お,

,こ の 「著 作 目 録 」 一は,PaulNatorp,Lndωig2>atoηp.EinBeitrag2ur(}eschichte

de「EinfdihrungPestaloeeischerGrundsdt2eindieVolhsschulePieuβens.S.31-34.

に 掲 載 さ れ た``VerzeichnisderSchriftenB.C.L.NatQrpsinchronologischer

Folge"・ そ の 他 を 参 考 に し て 筆 者 が 作 成 し た も の で あ る 。 し か し,パ ウ ル ・ナ ト

,ル プ に よ る 「著 作 目 録 」 は1895年 以 前 に 作 成 さ れ た も の で あ る た め か,か な り

の 重 要 著 作 が 脱 漏 し て い る 。 ま た,P・Espey,NatorP,Lzntzvi9・In:Lexikon

derpadagogik,III.Band,Freiburg:VerlagHerder1954,S.608・ の 記 述

に ・よ れ セま,励 穿傾86gurGeschichtev(mStndtuadStift・Essen・Heft48・ に は

"Lu"wigNatorpsSchrifteninzeitl ・Folge"お よ び ル ー ドヴ ィ ヒ ・ナ トル プ

に 関 す る 研 究 文 献 目 録 が 掲 載 さ れ て い る と 謂 わ れ る が,筆 者 は 未 見 で あ る 。

㈱ 参 照,EduardSpranger,WilhelmvonHumboldtunddieReformdes・Bil-

dungsωesens.S.151.

㈲LorenzvonStein,DieVerωaltungslehre.Tei18:DieInnereVerwaltung,

ZweitesHauptgebiet:DasBildungswesen,DritterTeil,ErstesHeft:Die

ZeitbiszumneunzehntenJahrhundert,Stuttgart1884,S.507.

㈲ 以 下,ル ー ドゲ イ ヒ ・ナ トル プ の 著 書 お よ び 論 文 は,本 論 文 末 尾 の 「ル ー ド ヴ

ィ ヒ ・ナ トル プ 著 作 目 録 」 中 の ナ ソ パ ー を も っ て 示 す 。

LudwigNatorp,Nr.6,S.20f.

㈹GunnarThiele,DieOrganisationdesVolhsschul=undSeminarωasens伽

Preuβen1809・-1819・S・2・ の 引 用 文 に 拠 る 。
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㈱ditto,S.6.

㈱GustavNatorp,Natorp,BernhardLzdwig.In:KA.Schmid,Encyklo-

pndiedesgesammtenErziehungs=UndUnterrichtswesens,FttnfterBand,

Zweiteve「besserteAuflage,LeiPzi91883・S・94・ ル ー ル工 業 地 帯 の 一 大 中心

都 市 エ ッセ ンは,南 部 の ジ ー ゲ ル ラ ン ト鉄 鉱 を原 料 と して 金属 加工 業 に 古 い伝 統

を もち,17世 紀 に はす で に 小 型 武 器 の 大 量 生 産 を 開 始 し,18世 紀 に は 近 代 的 製

鉄 工 業 が 現 わ れ た 。 そ して19世 紀 の初 期,ク ル ップ大 製 鉄会 社 が 創 設 され,採

炭 の 集 約 化,熔 鉱 炉 の 改 良,ス ウ ェー デ ン お よび スペ イ ン鉄 鉱 の 輸 入 が 行 な わ

れ,そ の 鉄 工 業 は 急 激 に 発 展 した 。

⑬4》GustavNatorp,a・a・0・,S・6・

㈲ 因 み に,シ ュ タイ ン男 爵 は ル ー ドヴ ィ ヒの 妻 の実 家 ハ イ ンツ マ ン家 の友 人 で あ

った 。

㈲GunnarThiele,a.a,0.,S.2,ulldS.176,Anmerku皿g3.

(37)レ ーゼ ヴ ィッ ツに つ い て は,W・Kawerau,FriearichGmbrielResewiti.Ein

BeitrageurGeschichte4er4eutschenAufaldruag.In:Geschichtsblatterfifr

StadtundLandMagdeburg,20.Jahrgang,1885;Emilsch6bel,Diepdda-

gogischenBestrebungenvonFriedrichGabrielResezvitg.EinBeitra8gurGeschichte

derPddagogihdes18.∫ahrhunderts.Diss.phil.)Leipzig1912(gedr.Annaberg)

〔九 州大 学 付 属 図 書 館 バ ル ト文 庫 所 蔵 〕 な らび に 拙 稿 「資 本 制 生 産 と 国 民 教 育

一一一一一一F・G・ レー ゼ ヴ ィ ッ ツの国 民教 育 論 に つ い て の一 考 察 一 」 そ の1-3 ,小

樽 商 科大 学 経 済 学 会 編 『商 学 討 究 』 第11巻3・4.号,第12巻 第3号,第13巻 第

2号, 、1961年3月 一1962年9月,と くに 〔そ の3〕(同 誌 第13巻 第2号)を 参

照,そ こで は レー ゼ ヴ ィ ッ ツ の 『市 民 の教 育 』 第1版(1773年)と 改訂 第2版

(1776年)と に お け る見 解 の異 同 に つ い て 考 察 が な され て い るb

㈱ 「市 民 学 校 運 動 」 に つ い て は,LorenzvonStein,DieVerwaltungslehre.

Thei18:DieInveepteVerwaltung,Zweites且auptgebiet:DasBildungswesen,

DritterThei1,ErstesHeft:DiezeitbiszumneunzehntenJahrhundert.

Stuttgart1884.S.506ff;Heinrich=WilhelmBrandau,DiemittlereBildun8

inligutschlana.Historisch:-LsアstematischeUntersuchungeinigerihrerPPtobleme,

Weinheim1959・ 特 にS・167ff・;AlfredHeubaum,Die・Geschichtedesersten

ppteuβischenSchulgesetptEntwurfs(1789-1807).In:Monatsschriftfttrh6here

schulen,hrsg・vonR・K6pkeundA・Matthias,JahrgangI・Berlin1902.

を 参 照 。

Bg)MaxLenz,(leschichtederKbniglichenFriedrich=Wilhelms=Universittitzu

Berlin・ErsterBand・Halle1910・S・38,Anmerkung1・ マ ッ ク ス ・ レ ソ ツ は

マ ッ ソ ー を"FanatikerderNUtzlichkeit"と 評 し て い る 。
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㈲ マ ッ ソ ー の 教 育 改 革 に た い す る 努 力 に つ い て は.A・ ホ イ パ ウ ム の 上 掲 論 文

な ら び に 同 じ く ホ イ バ ウ ム の"Dh'eReformbestrebungenlenterdemP「euβischen

MinisterJulikSvonMassoω(1798-1807)aWfdemGebiete4β3hb'herenBildan8・_

sztusens."In:MitteilungenderG6se皿schaftf茸rdeutscheErziehungs=und

Schulgeschichte,Jahrgangxlv,Berlin1904,S.186-225;MaxLenz,a・a・o・,

S・36ff・ な ど を 参 照 。

ωLudwigvσnR6nne,DczsUnterrichts=隔 伽desPVeuβischenStuates・Erster

odera119emeinerTheil・Berlin1854・S・89・ 丈 中 の ア ソ ダ ー ラ イ ン は 引 用 者 。

参 照,Fr・Harkort,BemerhungentiberdiePreuβischevolhsschule・Jferlohn

1842.S.43,

㈹AlfredHeubaum,Die(h・schichtedeserstenprewβischenSohul8esetcentωurfs

(1798-1807).S.32.

⑱GunnarThiele,1万 θOrganisationdesVolhsschul=uad5bminarωesens初

P%π βθπ1809-1819.S.2.

@当 時,ト リ ヴ ィ ア ー ル ・ シ ュ ー レ(Trivialschule)と 呼 ば れ て い る も の に2つ

の 形 態 が あ っ た 。 そ の ひ と つ は,い わ ゆ る 古 典 語 学 校(GelehrteSchule)の 第1

学 年 か ら 第3学 年 ま で,つ ま り 文 法 ・論 理 学 ・修 辞 学 の 三 学(Trivium)を 学 ぶ

「基 礎 教 育 」 課 程 を 指 し,こ れ を ト リ ヴ ィ ア ー ル ・ シ ュ ー レ と 俗 称 し た 。 他 は,

18世 紀 後 半 か ら19世 紀 の 中 葉 ま で 南 ドイ ツ で は 単 級 の 下 級 学 校 な い し は 民 衆

学 校 を ト リ ヴ ィ ア ー ル ・シ ュ ー レ と 称 し た 。 例 え ば,フ リー ド リ ヒ大 王 が1765

年 に 制 定 し た 「シ ュ レ ー ジ エ ン 公 爵 領 な ら び に グ ラ ー ツ 伯 爵 領 の 都 市 お よ び 農

村 に お け る ロ ー マ ・ カ ト リ ッ ク 教 徒 に た い す る プ ロ イ セ ン 王 国 地 方 学 事 通 則 」

(K6niglichPreuBischeGeneral=Land=Schu1=ReglementftirdenR6mischニ

CatholischeninStadtenundD6rferndessouvertinenHerzogthumSchle-

siellundGrafschaftGlatz,Potsdam,vom3.Novemberl765)や マ リ ア ・

テ レ ジ ア が1774年 に 公 布 し た 「オ ー ス ト リ ア ー 般 学 校 規 程 」(Allgemeine

SchulordnungftirdiedeutschenNormal=,Haupt=undTrivia】schulenin

denkaiserlich=k6niglichenErbltindernvom6・Dezember1774)の 場 合 が そ

うで あ る 。 し か し,こ の 呼 称 は 漸 次 用 い られ な く な り,「 フ ォ ル ク ス ・ シ ュ ー レ 」

あ る い は 「エ レ メ ン タ ー ル ・ シ ュ ー レ 」 と い う 呼 称 が こ れ に 代 わ る よ う に な っ

た 。 し か し,ル ー ド ヴ ィ ヒ が こ こ で 述 べ て い る 「 ト リ ヴ ィ ア ー ル ・ シ ュ ー レ」 は,

恐 ら く第 一 の 形 態 を 指 し て い る も の と 思 わ れ る 。

㈲EduardSpranger,WilhelmvonHumboldtunddieReformdesBilduagsωBsens.

S.151.

㈲ditto,S・135f・ ・S・142f・ 参 照,田 中昭 徳 ・阿 部 謹 也 ・中 川 勇 治 訳,ヘ ル ム ー

ト・シ ェル ス キ ー 著 『大 学 ρ孤 独 と 自 由一 ドイ ツの大 学 な らび に そ の 改革 の理



轟f齢1尉 鰯鰻 塁難 ε衆 茎畿 僻) (33)

念 と 形 態 』,197g年,未 来 社 刊,75頁 以 下 。

㈲GunnarThiele,a.a.0.,S.2.

㈲Alfred且eubaum・a・a・0・ ・S・307・ の 引 用 文 に 拠 る 。

㈲ マ ッ ソ ー は 「実 科 学 校 」 は 「中 産 市 民 の 学 校 」(Schulede帥6herepBargers)

で あ る と し て.こ れ を 次 の よ う に 規 定 し て い る 。"sqwgh1
,ftird叩kttnftigen

Ge】ehrten… …alsfttrdie,di6sichderHandlung ,demMilittit,derLand-

wirtschaftimGroBenundandernnichtbloBHtinde,sondemauch,und

zwarhauptstichlich,Kopf臼rforderndenGesch註ftendesbti士gerlich6nLebens

widmenw・ll・n"(Mass・w・ldeen'・u・V・ ・b・sserungaesOL'

,7entliihbilSbhul=und

Ergiehun8szuesens・mitbesondererBeriichsichtaufdieProVingPommerhLabge-

drucktin:Anna】endesPreuBischehSchul=undKirchenwesens,hrsg .von

F・i・d「i・hG・dik・ ・Bd・1・B・ ・1i・
、1800,S.231).L

㈹ こ の 点 に 関 し て,マ ッ ソ ー は 次 の よ う に 述 べ て い る 。"Da969enfeh丘esj16tzt

・nWerk・u・dKun・t・ch・1・n,di・derg・m・i・ ・nKlassev・nBtt・g・ ・k面 ・m ,

diezuihremNahrungsgewe}ben6thigenKenntnissebeibringert,z.B;

Schiffahrts=undSteuermannskunde,dasmechallisched6rMatheinatik

zumGebrauchdesbttrgerlichenLebens ,MUnzen=undProduktenkenntnis

fUrkleineKr益merundFabrikanten,Landwirtschaft,dieauchinden

fastallenthalbenAkkerbautreibendenBttrgerinsichfassend6n'』Sta(iten

gelehrtwerdensollte; .K6nntnissederhauslichOekOIlomie,もeso且dersfOr

Frauenzimmer・"dito,S.77.)

鯛 マ ッ ソ ー は こ う 述 べ て い る 。 「大 学 を 廃 止 し て,ギ ム ナ ジ ウ ム と 医 学 ・法 学 そ

の 他 の ア カ デ ミ ー だ け に す べ き だ と い う 意 見 に た い し て,わ た し は 満 腔 め 賛 意 を

表 し た い 。 し か し,綱 領 に お い て ま っ た く正 し い こ の 考 え を 実 行 に 移 す セとぽ,そ

れ が き わ め て 重 大 な 改 革 で あ る だ け に,そ れ ほ ど 多 く の 準 備 を 必 要 と す る 。 し か

も い っ た ん 大 学 が 存 立 し て い る 国 家 に お い て は1目 下 の と こ ろ,さ し あ た り 向

こ う50年 間 は 異 常 な 大 学 を な お 辛 抱 し な い わ け に は 行 か な い よ うな
,そ れ ほ ど

数 多 く の 著 し)・ 困 難 が あ る の で あ る 。」(dito・S・126f・ 参 照 .MaxLenz,a.a.0.,

S.36.乱;Ren6K6nig,VomVaesenderdeutschenUniversitdit .Mit.eine血

VorwortzumNeudruck.Darmstadt1970.S.47ff .)

働

㈲

梅根悟著 『近代国家 と民衆教育 プロイセ ン民衆教育政策史 』,1餌 頁。

ドヌー法については'松 島鈎著 『フランス革命期における公教育制度の成立過

程』,1968年 亜紀書房刊,235-248頁 を参照。

LudWigNatorp,Nr.6,S.19.

dito,S.20.

dito,S,40.L

dito,S.64.

'



(、a41> 人 文 研 究 第43輯

ルー ドヴ ィヒ ・ナ トルプ著作 目録

1.B観 殖88伽TellersundLb'ffZersMa8aginノ 諺7Predi8〃.In:dasselbe,Bd.X,

Heft1,1801,S.171ff.'

2…Dh'eleleineBibel.Fab'rFPteundeeinergtcechmdssigenBibell%tdirund22tndchs彦

!諺7dieerooachsenechristliche/agendbearbeitetvonB.C.LNatorp,Pre。

digerinEssen.1・und2・TeiLEssen:G.D.Badeker1802・

b.DiehleineBibel.HerausgegebenvonB.C.LNatorp,2Teile,2りver一 電
besserteAuflage,Essen:G.D.Badeker1823.

3。B。C.L・NatorPPredigersguE∬en五 レづ%%erungenilber伽Zωech,4ieEinrichtung

uad伽(lebrauchdes"(m伽zherazasgegebenenBibelawsgtrgs・1〕enJugendlehrern・

diesichdesselbenbayderUntercaeisuagderSchuijagendbedienenzoollen,geωidmet・

Essen:G.D.Btidekerl802.

4.邑.レ"ergeichっaiseinigeγateserlesemaSchrifteっ2eur∠1つilagungeinerEle〃len彦ar-

56ゐulbibliothek.VonB.C.LNatorp.Essen:Bideker,ulldDortmund:

Mallinckrodt1802。

』.dasselbe,2.,ganzumgearbeiteteAusgabe.DuisburgundEssen 、1805.

c.KleineSchul励liotheh.Eingeordne彦esVerceichnisatcserlesenerSchriften/ti'r

働%7傭Elementapt-un4Btirgerschulθn.VonB.C.L.Natorp,3.,ganz

umgearbeitete・Ausgabe,Essen:Badeker1809。

d.dasselbe,4.,verbesserteA .usgabe,1811.

0.KleineSchulbibliotheh.Einliter〃ischerWegzueiserノ 伽LehreranVolhs-'
56ゐ%伽.VonB.C.LNatorp,5.,ganzumgearbeiteteAuflage,Essen:

Btideker1820.

5.」Pbtedigtendjberdα5B%6ゐ1～tith.1803.

6.GrtendriβzurOrganisationallgemeinerStadtschulen.EntworfenvonB.C.L

Natorp,Duisburgund耳ssen:Badekeru.Co.1804.

7.Qua7talschriftノ 伽Religi(}nslehrer.BeaτbeitetvoneinerGesellschaftwest-

ph溢1ischerGelehrtenundherausgegebenvonB.C.LNatorp,Predigerzu

Essen.4Jahrg註nge(1804,1805,1806je4Quartalshefte,4.Jahrgang:

1.Quartalsheftl807;2.-4.Quartalsheft1808),DuisburgundEssen:

Badekeru.Co.

*同 誌 に は,次 の よ う な ナ トル プ の 論 文 お よ び 評 論 が 掲 載 さ れ て い る 。

1.Jahrgang(1804),Quartalsheft1:

邑・ 砺 うθ〃ieErfordernisseeinesGesangbmohs・



ル ー ドヴィ ヒ ・ナ トル プの教 育思想 と 「プ ロイセ ン教育(田 中)

改 革」(1809-1819)に おけ るそ の業績 につい て 〔そのi〕
(35)

1・Jahrgang(1804),Quartalsheft3:

b.Ueberdα ε1≡}uehTobiasiっzascetischeγHinsicht・.S.480-4ト90.

c.」 彰)づε彦61dOH.PredigerB欝6ゐ.S.490-506.・

d・ 地 ㈱ 伽diberムTiemeyer、Ghtundr.d.観m.170rbereitungsωissenschafteniur

Ftihrz〃z84eschris〃.Predigta〃z彦5.S.521-533.

e.UeberPredigtenvonヱ1γler彦,S.567-582.

1・Jahrgang .(1804),Quartalsheft4:

f.Ueber4つ θBil4ungderElementarseh%〃6ゐrer言%58〃zinaノ づ蹴VonBusch

undNatorp.S.630-667.

2・Jahrgang(1805),Quartalsheft1:

9・Ueわ θ〃 づθiwechmd∬ づ8θE加 勧 伽8伽EX.5彦 伽 ε.'theol.Pro伽 彦%7.ad

ω 己z4.S.1-40.

2.Jahrgang(1805),Quartalsheft・3:

ト.So加 俗5in王 琵ゾ彦3.S.393-441。

i.ハroehei%Mittel雛BefOrderuagθ 吻rguechmdssigenLecttire'derB伽1

物 ¢dder∠4eht観8gθgen4ieselbe.S.488-499.

2.Jahrgang(1805),Quartalsheft4:

i・Dh'eCOnfermat伽sfeッ βr伽deプevangelisch-〃thePtischenKirchen甜Essen

α〃多26.ヱlfay1805.S.686」693,

4.Jahrgang(1807),Quartalsheft1:

k.Dh'eConferm徽 漉 ε勿 θ7in伽evangelisch一 弼 伽 づ56伽Kirchen錫ESsen

α〃310.May1807.S.104・-117.

LRecensiondeberPre4ig彦envo%50乃eiblePt,S.118-122.

m・R]ecensi(mtiber1)ieterich,(lruadriβeinerguechmtissigenノ=ugenヒlbildu%8.

S.122-123.

n・RecensiendiberPre4i8tenvonE:ソler.t.S.141-150.

o,Einepddago8ischePreisa唾 ゆ θ(HasencleverundNatorp;betr.ein

praktischesI{alldbuchzuDenk荘1)ungen).S.160-167.

4.Jahrgang(18Q8),Quartalsheft2:

P・・Be「ichtθ 伽 εLandPfarrestiberseinePfarrschule・S・53--118・(署 名 な し)*・

*)BriefwechseleinigerSchullehrerundSchulfreunde.Herausgegeben

vonB.C.LNatorp,1.Btindchen,DuisburgundEssen1811,18.

,Brief〔 本 目 録Nr・19〕 に 再 録 さ れ て い る 。

q.1decensi(mdiberPrθ4igtenvonCb'lln.S.139-145.

r.JosePh.乙amoasterinLond(m.S.169-176.

4.Jahrgang(1808),Quartalsheft3:

9・Rec㈱ienvopZe〃 β7ε5伽1細 ε編 伽leuad(藷 観dl・ θ癩 ゲ .～廊 ・Zukuaft・

'
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S.146-152.

4・Jahrgang(1808),Quartalsheft4:

壱.Ein∫dゐrgan8Texteuadの 海 〃吻ta.S.117-128.

駈・Recension㏄OVIK(}ttMeツey寵 δ〃 碗 θex'θ 〃ψ{naneRedekunst.S。171-178・

8・Be:ソtrd8eeurVere4elungderhirchlichenundhdUslicheっz/4n4αsh彦 θ".1・S喀 ・Mit

einerVorredevonD.Hufnage1.Crefeld1805.

9・ueberdasムesenderBibelorndBibelatts2i)8e.In:J.ch.Fr.Guts]Muths'

Zei七schriftf缶Pidagogik,'Erziehungs-undSchulwesen.Leipzig・1・805ダ

St並ckMay.`一 ・

10・Entωuii'rfe2uPケedi8te%.E伽8Bθy〃 ㎎ θ ■urω βε幼 ゐ{彰κ50ん θ%Quartarschrift・filr

R61igion'sl8hγer・

Bd.1:a.u.d.T.;EntwdirfeguPredigteりz勲 βγ 碗 θsonn一 物 ¢4プllsttaglichen

evangelischenPerih(ipen.VonB.C.LNatorp,PredigerzuEssen.Essen:

G.D.Badeker1806.

lBd.12:,P昭di8・tentwiirfediberdiesonn-und/iesttdglichenEpiStelっzdesgancen

∫aゐ%ε.VonB.C.L.Nat6rp,PTedigerzuEssen・Essen:G・D・Badeker

1809.

1L邑 ・ ・Fibel'odePtEle〃26り ¢彦aPtbuchノ 露7denerstenし 「nte〃icht伽dβUtschθ り3S6hulen・

MitHolzschnitten.SchwelmbeyScher乞1806.WohlfAusgabeeingeb・

2・Ggr・;Sch6nereAusgabemit'sehrvielenrothgedr・Holzschl1三tten

zu血'Bcrufedes』erstenUnte灯ichtsimZeichen,brosch・8Ggr・

しdasselbe,NeueverbesserteAusgabeヴEssen:「G,D.Badeker1816.

6.dasselbe,NeuesteAusgabe,1820.

.、d　 dasselbe,&.(Stereotyp-.Ausgabe.'

12.しrebeγdieOrganisationde7niθae7n4eUtschθnSchulen.Mitbeson諺 〃 θ7Riicksicht

aufdie8egeり ¢catirti8enB8諏7プ 痂5s8deSSchuZω θsens「 伽 ・dθrGアafsehaftル[〃 ん.E伽

dθMゐoo〃b'blic'henKa〃z物 γ一Co〃egiu〃z■uHa_.麓 わ6弼8つoん 彦β5(]zetacht6り ¢.In:J・

Ch.Fr.GutsMuths'ZeitschriftftirP益dagogik,Erziehungs-undSchu1-

wesen.L,eipzig1807,Bd.2,S.140f.

斗31『R2eensi伽2u'Baumgablt碗 ε ・ボOrtho8raPhiScheVbrlegebtdtteruadUebungssttiCke".

In:ゴJ.chlFr.GutsMuths'zeitschriftf臼rPadagogik,Erziehungs-und

Schulwesen.Leipzig1807,
.Bd,2,S.177f.

14・Ei%gigeysch41meist〃u%tβftaUsenaKin4θ7り ¢i%E伽 θ75chulen.EinBθ アtrag

鍬 γVerbesse7uagderLehr〃26≠ ゐodeund5chuldisciP・li%伽niedernγo疏 ∫50ゐ%1θ% 「
von/b5ψ ゐ 五anccaster.AusDemE璋glischeninsDeutsche{ibersetztund

.mitAmnerkullgenbeleitetvomB.C.L.Natorp.Duisburgund .Essen:



謝 聡 緬 ト編騰騨 灘`麗 鵠 菖(田中) (37)

B奇deker亡ndK{irze1'1808.・ ・ 『 、.、 一,・

151ρDasCo%ゾ1'rmαtions-」Fasちmi彦`derevangeliscゐ 一IUtherisChenGβ 〃reind6・guEssen』 』

α〃z23sten.April180ρgefeッer彦vonB.C.L翫'oゆ.Essen:G`D.B盃d母ker.

16・ ∠!bschiedsPOfeaigt,gehalten"oづ へ4θ グevangelisch-IUtherischenGemeinde・ 』guEISsen

am2.ノz〃i180ρ."

17.(藷 吻driβeinesSc乃u〃ehrePtS-Seminariumsfrkrdib'Kur〃zarkvo〃 多12乞5砂 ≠θラ幼 〃

1812.

18・a・GrunariβzurOrganisati(mderEle吻 つztarschulenvom51・Dete〃3～hβr1812・

b."Nαchtrag`lzuπidemselbenvom6.Januar1813.tt

19・ 融.BriefwecゐseleinigerSchu〃ehrerua436ん%lfreuad;Herausgegebenvon

B.C.LNatorplユ.B蕊ndchen、DuisburgUndEss6n18}L;2.Bandchen

1813;3.Bandchen1816.

b.dasselbe,1.Bandchen,2.,verbesserteAuflage1823.

20.a・.1{nleitun8gur砺 彦e7ω βisung・ 伽3S伽8θ η 「ノ諺γLβhre'r「 づ%VoZh∬oゐ%Zθ ・1:「

Leitfadenf直rdenersten.Cursus.Potsdam:Horvathl813`

』.・dasselbeI,2.,umgearbeiteteundvermehrteAusgabeゼEssenund

Duisburg1816.』 ・

c-●.dasselbeI,3.Auflage1818;4.Auflage1824;5.Auflage1837.

,f.dasse】beII:Leitfadenf廿rdenzweitenCursus.Essen1820.、 、コ

g.dasselbeIL2.Auflage1834. ,..

21.ヱVachrichtvonde〃 多Erfol8edθr伽derKurmarhbeabsichtigen7θ 夕besserungdes

Volksschulzuesens.In:J.Ch.Fr.GutsMuths'NeueBibliothekf丘rPada-

gogikJahrgang1814/15.Bd・1,s・221-239・

22・o・Lehrbdichle伽derSingehunst・Frkrdie/agend伽Volhsschule.1・Cursus・

Essen。undDuisburg1816.

トg.dasselbe,1.Cursus,2.Auflage1820;7.Auf】age1832.

h.dasselbe,II.Cursus.EssenundDuisburg1820.

i.dasselbe,II.Cursus,2.Auflage1827.

23・AnareasBellUna∫osePhLancaster.,Be〃2θ 擁 ¢m8en遊 δ〃dievondenselben

eingeftiゐ 吻Schuleinii・ ん彦ung,5伽1・ 伽 彦 吻 〃 伽 α7渉 謝B.Gム ハTat・rP.Essen

undDuisbhrg:G.D.Badeker其817.

24。Uebθ7鹿 η(]e5angづ%「 鹿 ηKiγchende7P少o彪3'α%≠ θ%.EinBeツ 〃aggudθnVoγa7一

ゐeitenderSynode/ilrdieVeredelungd〃Liturgie.VonB・C・LNatorp・Essen

undDuisburg:G.D.Badeker1817.

25.Pla%3uγEimich彦uagdesSchu〃ehrθ γ一Silmina7つt〃 鱈zor50β ε'.1818.

26.MelodierめuehftirdenGe〃zeindegesang伽denevangelisehenKivchen.Heraus一
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gegebenvonB.C.L.Natorp.Essen:Badeker1822.

27・ 砺 伽 伽Zω 醜4つ βE加 づ6乃伽8槻d伽 働 耀6ゐdesルlel・d伽bzschs.Ein

%δ'higesVot・ ωor'zudemselわenα%die五ehrer.Essen:Badeker1822.

28・a・Choralbzzchfttrθ 砂angelischeKirchen.DieChortilekritischbearbeitet

undgeordnetvonB.C.LNatorpundFr.Kessler,vierstimmiggesetzt

undmitZwischenspielenversehenvonC.且.RinkEssen:G.D.Badeker

1829.

b。dasselbe,2.,verbesserteAuflage,1834.

G.dasselbe,3.,verbesserteundvermehrteAuflage.DieChor益1eneu

geordnetundhistorischbestimmtvonB.G.A.Natorp,revidirt,mit

meistneuenZWischenspielenundmitSchlttssenversehenvonW.Greef.

Essen:G.・D.Btideker1867.

d.dasselbe,4.Auflage.

29・UeberRinksPr{葦 ∫観 おθ%.EiっzIB8ツ 〃 ¢8az〃Verstdりt(ligun8angehenderOrgaつtisten

勤6γkir`hlichesOrgelspiel.VonB.C.LNatorp.Essen:G.D.Btideker1834.

30.ChoralmelodieninZiffern"nachNatorp5Chora乃uch.Essen:G.D.B2deker

o・J・

〔付記 本研究は昭和45年 度文部省科学研究費補助金(一 般研究C)の 交付を受け

て行なった研究の一部である。〕

、




